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ル
・
ア
ー
ヴ
ル
か
ら
パ
ス
に
乗
り
、
丘
陵
地
帯
を
走
る
こ
と
約
一
時
間
、
よ
う
や
く
エ
ト
ル
タ
の
村
に
着
い
た
。
白
い
陽
光
は
ま
ぶ
し
く
、
目
に
し
み
る
よ
→」
う
で
あ
る
。
海
岸
に
出
る
と
、
そ
こ
は
弧
を
描
い
た
よ
う
に
わ
ん
曲
し
て
い
る
。
マ
ー
ン
シ
ユ
小
さ
な
湾
は
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
面
し
て
い
る
。
波
は
イ
ギ
リ
ス
の
ド
ー
バ
ー
の
よ
う
に
荒
く
な
く
、
白
い
小
石
の
岸
を
間
断
な
く
、
静
か
に
打
ち
よ
せ
て
い
る
。
エ
ト
ル
タ
の
海
岸
は
砂
浜
で
は
な
く
、
じ
ゃ
り
浜
で
あ
る
。
そ
の
う
え
を
歩
く
と
、
ざ
く
ざ
く
音
が
す
る
。
…
…
海
に
む
か
っ
て
左
右
に
み
え
る
も
の
は
、
ヴ
ル
の
北
に
位
置
し
、
い
ま
の
人
口
は
約
千
六
百
名
一
エ
ト
ル
タ
を
中
心
と
す
る
、
あ
た
り
一
帯
は
、
海
」
り
、
ヒ
ツ
ジ
や
牛
が
の
ん
び
り
と
草
を
は
ん
で
い
る
。
平坦な、小
のぞかせる。
「白亜の絶壁」
エ
ト
ル
タ
は
、
北
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ー
ヌ
・
マ
リ
テ
ィ
ー
ム
県
に
あ
る
、
小
さ
な
村
で
あ
る
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
の
代
表
的
蔵
海
岸
行
楽
地
の
ひ
と
つ
が
あ
る
こ
と
で
、
か
な
り
そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
る
．
セ
ー
ヌ
川
河
口
の
港
町
ｌ
ル
・
ア
ー
ボ
ー
の
余
韻
に
れ
小
さ
な
起
伏
に
富
ん
だ
高
原
の
あ
ち
こ
ち
に
、
畑
や
楡
や
オ
ー
ク
の
小
さ
な
森
が
み
ら
れ
る
。
農
家
や
村
落
が
、
と
き
ど
き
緑
樹
の
中
か
ら
顔
を
ｌ
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
と
ド
イ
ル
の
場
合
い
ま
の
人
口
は
約
千
六
百
名
で
あ
る
。
海
抜
百
五
十
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
地
帯
で
あ
る
。
草
原
が
多
く
、
牧
畜
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
宮
永
孝
142（１） 
「
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
断
崖
と
小
石
の
浜
と
海
の
家
で
あ
る
。
わたしは丘のうえから、はるかイギリス海峡の海を望見し、ふたたび細道をくだり、改めて浜辺から西の崖（「アヴァルの崖」）をじっ
き
ょ
う
ど
う
オ
ベ
リ
ス
ク
くり見つめた。崖の突端は、波の浸食により、拱道（「アモンの門」）ができている。そのとなりには、先がとんがった方尖塔のような、
（１） 
高さ一一百フィートの岩峰が海からぬっと突きでている。この一一つはエトルタの名物となっている。
わたしはエトルタの断崖、海岸、海、村、丘にひさしく興味を抱いていた。が、わが目でそれらを見る機会はなかなかめぐってこな
筆者によるスケッチ
である。それはドーバーやイーストポーン（イングランド南東部）の崖のような雄大さ
き
つ
り
つ
と凄みはないが、びょうぶのように屹立している。
その下には紺青の海がみられ、さざ波が立っている。切り立った壁面の高さは、百メー
トル以上もあろうか。
湾曲部の右手に、みごとな崖が高くそびえ立っている。絶壁のうえは丘をなしている。
白と黄褐色が交じった、そのけわしく切り立った断崖（「アモンの崖」）は、風雨によっ
て
削
り
と
ら
れ
、
そ
の
下
の
白
亜
層
が
露
出
し
て
い
る
。
細い散歩道をのぼって頂上にでると、小さな教会堂がある。海峡のほうから吹いてく
る風は強い。ときには突風によって、体が吹きとばされそうになる。が、丘のうえから
見た、対岸（西側）の断崖（「アヴァルの崖」）はすばらしい。
エトルタは風景の美をもって知られ、文学者や画家などが当地を好んでおとずれた。
西のびょうぶのような崖のうえに行くには、細道をゆっくり昇ってゆかねばならない。
その小道は、窪地を通り丘の頂上に通じている。途中、第二次世界大戦ちゅう、ドイツ
占領軍がつくった小さなトーチカがここかしこに見られる。
丘陵のうえから見る、対岸（東側）の「アモンの崖」もみごとである。エトルタを特
(2)１４１ 
ボーの余韻
’
八
六
八
年
十
月
上
旬
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
灰
色
の
陰
う
つ
な
空
と
ひ
く
い
雲
が
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
を
お
お
い
つ
く
す
。
海
の
水
はもうすっかり冷たくなっている。夏の行楽シーズンはおわり、エトルタのカジノやホテルは閑散としている。
こともあろうにそんな秋分の海に飛び込み、泳ごうとした男がいた。スウィンパーン（当時、三十一歳）である。十月某日（金曜日）
（２） 
の午前十時ごろ、かれは”アモンの門“（拱道）がある、西の海岸にポウェルといっしょに姿をみせると、友人を岸にのこして、ただ
ひ
と
り
海
に
飛
び
込
ん
だ
。
エ
ト
ル
タ
に
は
漁
港
が
な
か
っ
た
か
ら
、
か
れ
は
人
目
を
は
ば
か
る
こ
と
な
く
、
海
に
入
れ
た
。
しかし、〃アモンの門“をめざして泳ぎだし、そこを泳いで抜けようとするころ、底流に体をうばわれ、どんどん沖へ流されて行っ
た。そのときかれはかねて漁師が、泳ぐときは、いつでも潮の流れに気をつけよ、といっていた言葉をふと思いだした。スウィンパー
この二人は、
「
ド
ル
マ
ン
セ
と
呼
ん
で
い
た
。
た。 かつた。けれどようやく先年の夏、憧慌の地をついに訪ねることができた。
わたしを勝景の地エトルタに惹きつけたものは、何であったのか。それはある文学史上の事件であった。
プ
ラ
ン
・
ヴ
ア
ル
十九世紀の中ごろ、エトルタでは、一一つある断崖の端や、村はずれの”大きな谷”と呼ばれる地域に、別荘が建てられるようになっ
た。その多くは、けっして高級な別荘ではなく、ノルマンディー地方によくみられる、ふつうの田舎家に近いものであった。
フランスの沼沢地方では、屋根を草や茅でふいた家も珍しくはない。が、ノルマンディー地方の墨家はそういったつくりの家が多かっ
た。そのような家は屋根の角度に特徴があり、下方に大きく傾斜していた。壁は下塗りをしただけのものが多く、荒壁であった。そし
一
八
六
八
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
そ
う
い
っ
た
農
家
風
の
家
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ナ
ン
ト
Ⅱ
エ
オ
ス
出
身
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ポ
ウ
ェ
ル
と
い
う
青
年
と
ア
ル
ガ
ー
ノ
ン
・
シ
ャ
ル
ル
・
ス
ゥ
ィ
ン
バ
ー
ン
（
一
八
三
七
～
一
九
○
九
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
・
評
論
家
）
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
人
が
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
て
い
て
家
の
ま
わ
り
に
、
生
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
。
｜
人
は
、
エ
ト
ル
タ
の
住
民
の
目
に
風
変
り
な
人
物
と
し
て
写
っ
た
。
シ
コ
ミ
エ
－
ル
マ
ン
セ
の
わ
ら
ぶ
き
の
家
」
か
れ
ら
は
じ
ぷ
ん
た
ち
の
小
さ
な
住
居
を
140（３） 
その日は、すばらしい天』
て
も
ら
っ
た
。
つ
め
た
い
海
に
一
布
で
体
を
つ
つ
ん
で
も
ら
っ
た
。
Ｉ
助
け
て
Ｉ
助
け
て
！
漁船は、だいだい色と赤色とがまじった髪のこの奇妙な外国人をのせて、イポール（港町）へと針路をとった。
一方、浜辺にひとりとり残され、スゥィンパーンの服の番をさせられていたポウェルは、友人の泳ぐすがたを見ていたが、やがてそ
れ
が
〃
ア
モ
ン
の
門
“
か
ら
消
え
る
こ
ろ
、
お
そ
ろ
し
い
伏
流
の
こ
と
を
ふ
と
思
い
だ
し
た
。
と
、
あ
ら
ん
限
り
の
声
で
何
度
も
さ
け
ん
だ
。
エ
ト
ル
タ
の
小
湾
の
西
側
の
崖
の
ふ
も
と
に
あ
る
信
号
所
で
、
番
人
を
つ
と
め
る
コ
ク
レ
ル
で
あ
る
。
ル・パン。Ｔ・キュプ（３）
かれは助けを求める叫びを何度も聞いたので、ふしぎにおもい、急ぎ”立体形の層〃と呼ばれる灰白色の崖のう『えにのぼった。そし
て
そ
の
と
き
、
眼
下
の
波
間
に
浮
か
ぶ
人
の
す
が
た
を
み
た
の
で
あ
る
。
コクレルは何はともあれ、この溺れかかっている男を救わればとおもい、急いで崖をかけおり、さらにいちもくさんに小石の浜を走っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
村
の
漁
船
が
一
隻
、
浜
に
ち
か
ず
き
つ
つ
あ
っ
た
。
かれは船長のデォデュール・ヴァランに、おぼれかかった者がいるので、すぐ救助にむかってくれといった。そのころ、救いを求め
るスゥィンパーンの声は、力なく弱々しいものとなっていた。かれは”アモンの門〃から東北東にむかって一マイルほどの地点で漂っ
ていた・
ンは引き返そうとしたが、もうむだである。流れがあまりにも強いため、もがけばもがくほど、どんどん海峡のほうに流されてゆく。
潮流から脱出できないことがわかると、一瞬死を覚悟した。が、つぎの瞬間、生への執着が芽をだし、大声で、
船長はさいわいおぼれかかっている男の姿をみつけると、漁船（「マリー・マールト」号）を現場に急がせた。
その日は、すばらしい天気だったから、発見が容易だった。スゥィンバーンは水の中から拾いあげられると、‐水夫たちから体をさすっ
もらった。つめたい海につかっているあいだに、体はすっかり冷えきってしまっていた。そして飲みものをもらったあと、予備の帆
運
よ
く
、
そ
の
悲
鳴
を
聞
き
つ
け
た
者
が
い
た
。
(4)１３９ 
ボーの余韻
かれは陸路、馬車でエトルタにもどろうとはせず、帰帆の船にのせてほしい、と船長にたのんだ。船長は承諾した。ノルマンディー
人たちを驚かせたのは、二人のイギリス人の言動の異常さであった。船が出るまで、まだだいぶ時間があったので、二人は崖のうえを
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
は
、
元
気
を
取
り
も
ど
し
て
お
り
、
い
ると、友人とともに小さな旅館に入り、昼食をと一
ヴァラン船長は、たまたま町に用事があり、午総
り
た
く
は
な
い
、
と
お
も
う
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
け
れ
肢
海
に
た
い
す
る
畏
怖
の
念
は
み
じ
ん
も
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
ヴァラン船長は、たまたま町に用事があり、午後にならないと船は出なかった。ふつう水難にあった者は、こんりんざい水の中に入
りたくはない、とおもうのがふつうである。けれどスウィンバーンは、生死の境をさまよったわりには、けろりとした顔をしており、
１
人
が
お
ぼ
れ
か
か
っ
て
い
る
．
海
か
ら
人
を
ひ
っ
ぱ
り
上
げ
て
い
る
の
を
見
た
、
と
語
っ
た
。
マ
ー
ル
ト
」
号
が
港
に
入
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
スゥィンバーンは、元気を取りもどしており、帆布』
ると、友人とともに小さな旅館に入り、昼食をとった。
といった叫びを聞きつけた漁師たちも、すぐに船をだし、救助にむかった。
が、しばらくすると、東の方角からエトルタルにむけてやって来る漁船があり、その乗組員のひとりが、コリー・マールト」号が、
ｌ
お
ぼ
れ
か
か
っ
て
い
る
者
が
い
る
ぞ
！
した。
といった声が、
ポ
ウ
エ
ル
は
、
そのめでたい知らせを聞いたポウェルは、友人の無事を確認し、ひとまず安どの胸をなでおろした。
ポゥェルは、スゥィンバーンの服をもって、馬車に乗ると、イポールに急行した。かれがイポールに着いたとき、ちょうど「マリー。
信号所の番人コクレルの、
か
れ
の
不
安
は
や
が
て
恐
怖
に
変
わ
っ
た
。
友人が脱ぎすてた服をわしづかみにすると、陸に引きあげてある小舟にむかって、じゃりだらけの海岸のうえを駆けだ
崖
の
ほ
う
か
ら
聞
こ
え
た
か
ら
で
あ
る
。帆
布
に
身
を
つ
つ
み
な
が
ら
、
甲
板
の
う
え
で
手
を
ふ
っ
て
い
た
。
や
が
て
か
れ
は
、
服
に
着
替
え
138（５） 
散歩した。
いられた。
一八六八年の盛夏、エトルタには、イヴトの神学校を退学し、十月にルァン市のリセ・コルネィュに入学する若者が、別荘に戻って
いた。後年、自然主義の作家として世に出るギィ・ド・モーパッサン（’八五○～九三）である。
当時、かれは十八歳。まだ文筆をこととしていなかった。母のロールは、長男のギィが生まれると、ノルマンディー海岸のエトルタ
に、別荘（「ヴェルギー」と呼ばれる）を求めた。それは海岸からわずか数百メートルのところにあり、フェヵン（セーヌⅡマリティー
（６） 
ム県西部の漁港）にむかう街道沿いにあった。庭つきのしょうしゃな建物だった。一一層造りの家であり、壁は白く塗装され、九つある
この水難を契機としてスウィンバーンは、エトルタの漁師や水夫ばかりか、村人たちとも親しくなって行った。
（５） 
かれはこんなにすばらしい人々を知》ｂない、と妻ジェインに宛てて手紙を出している。
この事件があって約一ヵ月後、スウィンバーンはホートン卿に宛てた手紙のなかで、じぶんの体験談を、つぎのように語っている。
エトルタに戻ったスウィンパーンとポウェルのことは、村中の話題となっていた。救助に手をかした者は皆、じゅうぶんその労に報
（前文略）
ふつうの友だちから、先月エトルタで起ったわたしの冒険についてお聞きになりましたか。わたしは秋分の海のなかを、命がけで二、三マイ
ル泳がねばなりませんでした。が、さいごは通りがかった漁船に救けてもらいました。
戯れに海に入ったのです。エトルタは、土地も住民も魅力に富んでいます。
（４） 
敬
具
＊ 
(6)137 
ボーの余韻
別荘から海岸までは、ほんのわずかの距離しかなかったから、少年のころのかれは、村のわんぱく小僧と大部分の時間を海岸の岩の
（８） 
あいだや断崖の》つえか浜辺、もしくは舟のそばか海のなかですごした。
ル
。
プ
ラ
ン
。
エ
シ
ヤ
ペ
（９） 
母親はそんな息子をみて、「解き放たれた子馬」と呼んだ。
（Ⅷ） 
エトルクの漁師もモーパッサンの一」とをよく知っている。ときには昼夜をとわず漁船にのせてやり、海に連れだしてやった。
ジョージ・ポゥェルの田舎家は、果樹園のなかにあり、屋根はわらでふかれ、建物は石灰石を用いてつくられていた。かれはエトル
タの村や海岸によく姿をみせたから、地元のひとびとは皆その顔を知っており、ときには言葉を交わすこともあった。
友人のスゥィンパーンが危険に陥ったとき、かれは血相を変えて村人の助けを求め、船を出してくれと懇願した。その言葉を聞いて、
す
ぐ
に
漁
師
ら
と
い
っ
し
ょ
に
漁
船
に
飛
び
の
っ
た
の
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
で
あ
っ
た
。
救助の漁船は、海にのりだしたが、「マリー・マールト」号がスウィンバーンをすでに海から拾いあげたことを知って、岸に引きか
えした。モーパッサンは、おぼれかけた男が詩人であることなど露ほども知らず、救助された晩になってはじめてそのことを知った。
（、）
もっともモーパッサンは、じゃり浜を散歩ちゅうに、何度か当人とことばを交わした一」とがあった。スウィンパーンは、名門イート
カ
レ
ッ
ジ
ン校（ロンドンの南西、パークシャ州の町にある）の生徒であった｝」ろ、たいへんできがよく、古典語に加えて、フランス語とイタ
リア語でたびたび賞を獲得した。フランス語などはもっとも得意としたようで、後年、詩人のマラルメに宛ててフランス語で手紙をだ
別
荘
に
や
っ
て
き
た
。 （７） 
一一階のフランス窓には、と一」ろどころにバルコニーがついていた。
庭には菩提樹や白樺などが茂り、すいかずら（山野に自生する多年生つる草）や仙人草（キンポウゲ科の多年草）などが植えてあっ
た。モーパッサンは幼少年時代の十三年間を、また成長して神学校やリセの生徒になってからも、学校が休みになるとエトルタのこの
の別荘は、格別おもいでの多い家であった。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
「ヴェルギー」
シ
サ
ン
に
と
っ
て
、
136（７） 
モーパー
侍された。 （囮）
している。だから、モーパッサンとの会話は、当然フランス語でおこなわれたものであろう。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
、
た
ま
た
ま
ス
ウ
ィ
ン
パ
ー
ン
救
出
に
む
か
う
漁
船
に
乗
っ
た
ば
っ
か
り
に
、
翌
日
、
「
ド
ル
マ
ン
セ
の
わ
ら
ぶ
き
の
家
」
へ
昼
食
に
招
二
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
青
々
と
し
た
木
の
お
い
茂
星
も
の
で
あ
っ
た
。
土地の者のなかには、ひどく陰険な手合いがお恥
ｌ
あ
の
け
た
は
ず
れ
の
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
サ
ル
の
肉
睾
い。何時間も大きな声でひとりごとをいっている。
後年、このときの体験をもとに「エトルタのイェ
当時うけた印象はまことに奇妙なものであった。
粗末な家はよいとしても、一歩家のなかに入ると異様な感じがした。いたるところに絵が掛けてある。中にはすばらしいもの、奇怪
なものもある。変ったものとしては、一枚の水彩画があり、その絵には、バラ色の貝殻の上に死人の首がのり、海を進んでゆくようす
が描かれていた。そしてそのうえに、人間の顔をしたお月さまが輝いていた。
しかし、何んといっても、訪問者のどきもを抜いたのは、あちこちに並べられた各種の骨であり、さらに親殺しの犯人の、
（⑬） 
「皮をはがした人間の手」
よ←っだ。
があったことである。
村びとをいちばん蝿かせたのは、大きなサルが、家の中に放し飼いにされていたことである。このサルがあらぬうわさの源であった
干からびた皮膚には、どす黒い肉さえついていた。
モーパッサンは、酒や食事の接待をうけたのであるが、それはうまいとも、まずいとも、何ともいえぬしろものであった。かれは、
甲
、
こ
の
と
き
の
体
験
を
も
と
に
「
エ
ト
ル
タ
の
イ
ギ
リ
ス
人
」
（
’
八
八
二
年
九
月
『
ル
・
ゴ
ロ
ワ
』
に
発
表
）
と
題
す
る
小
品
を
つ
づ
る
の
で
あ
る
が
、
の
色
青々とした木のおい茂った、きれいな庭の中で待っていた。かれらの田舎家は、軒のひくい、あばらやに近い
ひどく陰険な手合いがおり、何かと二人について陰口をいった。
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
サ
ル
の
肉
を
ゆ
で
た
り
、
焼
い
た
り
、
い
た
め
た
り
、
酢
に
つ
け
て
食
べ
て
い
る
。
だ
れ
と
も
会
お
う
と
し
な
(8)135 
ボーの余韻
さらに、まつ白な手の甲には、古い血痕が残っていた。二年後、この田舎家は閉ざされ、二人も立ち去り、家具類は売りに出された。
そのときモーパッサンは、両人の記念として”皮はぎの手“を求めた。
二人の住居をはじめて訪れたとき、モーパッサンはまだ文筆生活にはいっていたわけではなかったが、観察眼はするどく、また洞察
力にも富んでいた。かれは物なり人物、自然などをじぶんの目でしっかり見ることによって、文字を使って、直さい簡明に描く能力に
すぐれていた。当時、すでにかれは作家の目をもっており、もの書きになる資質があったといえる。
モーパッサンは、風変りな生活をおくっていた二人のイギリス人の風貌について、書き残している。
ポゥェルは、ブロンド色の口ひげをはやした、小がらのやや太った男であった。あいそがよく、ゆったりとした態度の人であった。
世の中とその習俗、偏見や道徳にごうまんな軽べつを抱いていた。
一方、スゥィンパーンのほうは、やせた男だった。胸も肩もない、子供のような体のうえに、大きな頭がのっていた。目はするどく、
（Ｍ） 
あごにヤギひげをはやしていた。｝」の人物のもう一つの身体的特徴は、いつも神経的にけいれんして、体の動作が｝」われた機械のよう
に、ギクシャクしていたことである。モーパッサンは、この二人と会った瞬間から、かれらが注目すべき知性を備え、エドガー・ボー
や
ホ
フ
マ
ン
の
夢
想
、
幻
想
的
世
界
に
あ
そ
ぶ
人
間
と
み
た
の
で
あ
る
。
モーパッサンは、スゥィンバーンが熱をこめて語る文学や芸術についての口ぶりから、この詩人がゆたかな学識と想像力、創意の独
創などを備えた天才だとおもった。しかし、ポウェルのほうもそうだが、二人には何んとなく、うす気味わるさが感じられた。
このときから二十三年後の一八九一年九月、モーパッサンはガプリェル・ムーレイが仏訳したスウィンバーンの『詩とバラード』
（勺・の日のｍの（団巴一因のの）に序文「アルガーノン・シャルル・スウィンバーンに関する覚え書」（二・（の②目『シ一ｍの『ご・己○百円］の印
の三一コ目目の）を寄せるのだが、改めて「ドルマンセのわらぶきの家」に招待を受けたときの模様やスウィンパーンの風貌について語っ
ている。
一般のフランス人に、スゥィンバーン氏のようなイギリス詩人について語ることはひじょうにむずかしい。わたしの場合もそうだが、われわ
134（９） 
はのこる。
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
の
額
は
、
と
て
も
大
き
く
、
髪
は
長
め
で
あ
っ
た
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
が
、
「
ド
ル
マ
ン
セ
の
わ
ら
ぶ
き
の
家
」
で
ス
ゥ
ィ
ン
パ
ー
ン
と
会
（肥）
い、その顔をまじまじと見たとき、「エドガー・ボーの｝」とを思いだした」と語っている。
と
い
う
こ
と
は
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
当
時
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
（
翻
案
）
で
、
あ
る
い
は
ポ
ー
ド
レ
ー
ル
の
仏
訳
で
ボ
ー
の作品をよんでいたのであろうか。またかれはボーの肖像画や写真も見たことがあったのだろうか。この点に関しては、いろいろ疑問
数
日
後
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
ふ
の
特
別
料
理
は
、
よ
り
に
よ
っ
て
であった。｝
のであった。
ぐ
し
「焼き串に通したサルの肉」
あ
っ
た
。
こ
の
肉
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
、
か
れ
ら
が
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
に
住
む
外
国
の
動
物
を
専
門
に
商
う
商
人
か
ら
、
と
く
に
注
文
し
て
取
り
よ
せ
た
も
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
「ロースト｛内」
と
い
う
の
は
、
か
れ
は
理
想
主
義
的
で
あ
り
、
官
能
的
な
エ
ド
ガ
ー
・
ボ
ー
の
よ
う
な
印
象
を
あ
た
え
た
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
は
風
変
り
な
も
の
、
醜
悪
さ
に
も
っ
と
も興奮し、もっとも身を持ちくずし、もっとも恋する作家の魂をもった人間だった。
か
れ
は
ま
た
精
妙
な
る
も
の
や
人
生
や
思
想
に
抗
す
る
も
の
に
い
ち
ば
ん
興
味
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
と
も
求
め
、
ま
た
そ
れ
を
呼
び
出
そ
う
と
し
た
。
ボ
ー
の
人
生
と
は
、
た
だ
亡
霊
と
か
恐
怖
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
わ
た
し
は
何
度
か
ス
ゥ
ィ
ン
パ
ー
ン
氏
と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
人
は
け
た
は
ず
れ
の
芸
（胴）
術家だとおもった。いまならそのような人間は、この世にいるかもしれない。
れは英語を識っていないからである。むかし、この詩人と会ったことがある。その奇妙な顔つきは、興味をひいてやまぬものであったし、ひじょ
うに不気味でさえあった。
シ
サ
ン
は
家
の
中
に
入
る
な
り
、
そ
の
異
様
な
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
ふ
た
た
び
風
変
り
な
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
の
招
待
を
う
け
た
。
そ
の
と
き
も
昼
食
の
も
て
な
し
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
ど
(10）１３３ 
ボーの余韻
た
も
の
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
モーパッサンは、ボーの作品を原文で自由自在によめるほど英語力はなかったかも知れないし、みずから「英語をよく識っていない」
と語っている。かれがボーの作品と接したのは、おそらくポードレールの仏訳を通じてのことであったかとおもえる。
モーパッサンの短編を読むと、ボーとの作品に共通する現象的類似点に気づく。
なぜそのような現象が生じるのであろうか。モーパッサンが意図的にあえてボーと酷似した表現形式をとったとしたら、それはあき
らかに模倣であり、一方、原作品をよむことによって、読者が内容や表現形式、エピソード、辞句などに心をうごかされ、それらがい
つのまにか体の一部として吸収同化され、何かのはずみでペンを握ったときに、創作のなかに表出することがある。感化とか影響といつ
スゥィンバーンはモーパッサンと知りあう六年前’’八六二年九月一スペクティクー」誌において、ボードレールの『悪の華』を
（Ⅲ） 
批評し、イギリスの塞沈書界にはじめてかれを紹介したとされる。モーパッサンは、ポウエルとスウィンバーンの招待をうけたとき、芸
術や文学についての話をいろいろ聴いており、そのときポードレールやボーの名前が出たかも知れないのである。
モーパッサンはたしかにボーの作品を読んでいたようで、その短編や評論の中でボーの名前を引きあいに出していることからも、そ
を持ちあわせてはいない。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
た
－
Ｋ
の
こ
と
が
う
な
ず
け
よ
う
。
モーパッサンが、ボーの名前にふれ、ボーの作中の”登場人物“に言及していることから考えて、ある程度ボーのことを知っていた
ものと考えられる。しかし、かれは何を契機として、エドガー・ボーの作品を読むようになったのか、その経緯については明らかでな
い。かれはスゥィンバーンと知りあう前から、ボーのことを知っていたような口ぶりだが、いまわたしはそれを証明できるような資料
の
に
お
い
に
む
か
つ
い
た
。
（灯）
このような料理の歓迎に、モーパッサンは物上もいえないほどびっくりし、このような食事を再びはじめる欲望を永久に捨てさった。
＊ 
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た
と
え
ば
、
セ
レ
’九二七年）に』
ボーの「モレラ」
（旧）
五’～一九八頁）。
ボ
ー
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
雷
四つほどあるにとどまる。
が
で
き
な
か
っ
た
。
ゾ
ラ
や
モ
ー
パ
（別）
思い起させる」と記している。
また歴史・伝記・批評・小説の分野において幅のひろい活躍をし、ボー関係のすぐれた著書もあらわしたレォン・ルモ一三（一八九
○～一九五三）に、『エドガー・ボーとフランスの物語作家』（モンターニュ社、’九四七年）があり、同書の六○～六六頁までは、ボー
と
毛
「
パ
ッ
サ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
寸
評
で
あ
る
．
か
れ
は
と
く
に
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
幻
想
的
葱
作
品
１
房
、
冨
葡
・
二
蝉
弓
・
員
一三ョの西の『ョの【。．《Ｐの四○『一口》などを取りあげている（原ｏｐＰの曰・ロ己の局固持弓ざ⑮巴（⑩⑰Ｑ冒討筐厨、冒琶日房・少目貫》目昼・ロ
一
九
五
三
年
）
と
い
っ
た
研
究
書
が
ぁ
ハ
ウ
ェ
ル
の
義
歯
に
つ
い
て
の
モ
ー
パ（卵）
（’○五頁）と簡単にふれている。
一三ヨの西の『ヨの丘・一
彦白○コ（、碩口の一石、国⑪》
物
語
、
筋
、
挿
話
パリ大学教授ロジェ・アスリノーは、対訳『物語集』（オピェⅡフラマリォン社、一九六八年）の「解説」（「物語作家ボーの子孫」）
のなかで、「自然主義者たちも完全な真理にたいする関心から、病的な強迫観念を描く気になるにつれて、ボーの影響から逃れること
が
で
き
な
か
っ
た
。
ゾ
ラ
や
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
こ
と
に
オ
ク
タ
ー
ブ
・
ミ
ル
ポ
ー
の
作
品
の
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
そ
れ
ゆ
え
時
に
は
ボ
ー
の
短
編
を
こ・つ
またテキサス大学教授のハルディーン・ブラディには、『すばらしい香－－－‐‐エドガー・アラン・ボーの成功』（ケニヵット・プレス社、
九五一一一年）といった研究書があり、同書の「名声と評価」の章１１「フランスにおけるボーの流行」において、著者は「ショウペン
ウエルの義歯についてのモーパッサンの物語は、ボーの《ベレニス》にみられる義歯のエピソードの影響によるものかも知れない」
セレスタン・ピエール・カンビェールは、『フランスにおけるエドガー・アラン・ボーの影響』（Ｃ・Ｅ・ステチャート社、
において、「ポ「とモーパッサンー若干の類似」と題して、モーパッサンの短編「ゅうれい」（’八八三年）に現れた、
ラ」「リジィア」「アッシャー家の崩壊」にみられる、死後の魂をテーマとする”輪廻転生〃について言及している（一九
挿話などの点からいえば、
シサンの連関ｌ影響関係について論じた文献ばひじように少聴く、わたしの知るかぎりでは、小記事ていどのものが
］程己。
ボーの作品を思いださせるものに、
(12）１３１ 
ボーの余韻
埋葬された死体を掘りおこすという話は、ボーの「早すぎた埋葬」（勺『の曰四日『の国日一四一』⑭猿）と同一テーマである。ボーのこの作
品には、五つの挿話がおさめてあり、そのうちの四編は、仮死状態のまま埋められた人間の話である。第二挿話は、ボーによると実話
であるらしく、一八一○年フランスでじっさい起った生きながらの埋葬事件をあつかっている。
考慮され、無罪となる。
ある財産家の令嬢ヴィクトリーヌ・ラフールカードは、求愛者のジュリアン・ポスエという貧しい文士で雑誌記者をしりぞけ、レネ
ルという銀行家兼外交官と結婚する。が、数年間のみじめな結婚生活のはてに、彼女は亡くなる。むかしの恋人のポスエは、彼女にた
「墓」という作品は、モーパッサンが一八八一一一年七月『ル・ジル・プラス』誌に、匿名三目武目のこの①のもとに発表した作品である。
南仏のベズィェという田舎町の墓地の管理人ヴァンサンは、深夜犬のけたたましい叫び声におこされる。
墓守は銃をとって、警戒しながら外に出ると、犬の跡についてゆく。すると遠くで一条のカンテラの光をみとめる。やがてかれは暗
やみの中に身をかくすと、神を冒憤するおそるべき光景を目撃する。ひとりの男が、前日に埋葬したばかりの若い女性の墓を掘りおこ
し
て
お
り
、
死
体
を
外
に
出
す
と
、
そ
れ
を
抱
き
か
か
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
ヴァンサンは、いきなりその男にとびかかると、相手を押し倒し、両手をしばりあげ、警察につきだした。墓地を荒した男は、クー
であるらしく、一八一○徒
それはこんな話である。
な
ど
が
あ
る
。
ルパタィュという名の町の金満家の青年弁護士であった。
死体はかれの愛人であり、深い愛着の想いに燃えてのあまり、枢をあばいたのである。裁判の結果、犯人はそのあわれむべき事情を
｜ゅうれい」（ロゴのシｂｇＨ旨。ｐ一列
「けいれん」（Ｐの目○一八八四年）
「オルラの旅」（ぐ。旨、の自国。１回》
「墓」（白目・ヨウの．一八八一一一年）
「ゅうれい」（ロゴのシ日日旨。ｐ一八八一一一年）
八八七年）
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い
す
る
想
い
を
捨
て
き
れ
ず
、
そ
の
死
体
を
掘
り
お
こ
し
、
髪
の
毛
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。
かれは深夜、棺をあけ、彼女のゆたかな髪の毛の一部を切りとろうとしたとき、かっての恋人の目がうごくのに気づく。彼女は死と
ま
ち
が
え
ら
れ
た
昏
睡
状
態
を
脱
し
、
息
を
吹
き
か
え
し
た
の
で
あ
る
。
ポスェは狂喜し、村のじぷんの宿まで彼女を背負って帰ると蘇生法をほどこす。すると彼女はすっかり生き返った。やがて二人は愛
を
と
り
も
ど
し
て
ア
メ
リ
カ
に
逃
れ
て
ゆ
く
の
だ
が
、
二
十
年
後
に
帰
国
す
る
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
「
墓
」
と
ボ
ー
の
「
早
す
ぎ
た
埋
葬
」
を
対
照
し
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
顕
著
な
類
似
点
や
異
同
点
が
み
ら
れ
る
。
「
墓
」
に
は
、
亡
き
愛
人
に
た
い
し
て
恋
々
の
情
を
断
ち
切
れ
な
い
被
告
人
が
、
裁
判
長
か
ら
弁
明
の
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
る
と
、
な
ぜ
愛
人
の
墓
を
あ
ば
こ
う
と
い
っ
た
大
そ
れ
た
気
持
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
動
機
に
つ
い
て
語
る
描
写
が
あ
る
。
ｚのロー臣の一画く○一二三のご旨⑪一口ぐｏ】『一Ｐ（配）
『。■一口の一の【の晒口『・の円のロ、。『のロゴの命。肘。
（剛）
たのです。
も
は
や
二
度
と
彼
女
に
は
会
え
な
い
！
も
は
や
二
度
と
彼
女
に
は
会
え
な
い
！
解
体
し
て
い
く
こ
の
か
ら
だ
の
こ
と
が
、
わ
た
し
の
頭
に
こ
び
り
つ
い
て
離
れ
ま
せんでした。でも、おそらく、それをわたしは探ってみることはできましょう。そんなわけで、わたしはもう一度、このからだを見たいと恩っ
（モーパッサン）
（理）
《Ｃ口ロロロの］］の｛巨芹『ロ○月のマーの。の⑪の⑫□○一『す『巨厨］日．、（。□『□笄（の一一の日のご芹ロロの］の口・山ぐＢ【已旨の□のロのロ⑪の①．］の己｝のロ『四］の．
いました。
彼
女
が
死
ん
だ
と
き
に
は
、
あ
ま
り
の
絶
望
の
た
め
に
、
わ
た
し
は
途
方
に
く
れ
て
、
も
は
や
何
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
た
だ
泣
い
て
一ｍご○一同一三の已旨⑪一口ぐｏ】『一Ｆ『このの日のロ山口（巴【ＱのＣの○○『ロの□のＣ○日□○ｍの。□巨の］の
Ｌ 
●
 
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｏ
Ｑ
Ｃ
０
０
ｄ
ｑ
Ｇ
ｄ
□○口国巴の己のロ－ｍ（『の『のｎｏｐｐｐ茸『の己○口『→四口（・向芹］の
■
 
(14）１２９ 
ボーの余韻
る
０ ボーの「早すぎた埋蕊Ｅにおいては、主人公が亡くなった恋人への思いを捨てることができず、パリから遺体が葬られた避遠の村に
出かけ、死体を発掘する。そしてそのゆたかな髪の毛を手に入れようとする。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
また、シャベルやカンテラを手にして墓地に出かけ、死体の髪に手をかける描写は、モーパッサンとボーの作品に同じように見られ
（モーパッサン）
向］一の一のが芹＆（
（ボー）
国］－８乱言旦の：四』『・囚ｐｐｍ三］ご色色目のＱす］岳の日のョ。『］。【四℃『ｏ崗○巨口・日薗●ず日のロー》岳の一○ぐの『］Ｃ区。】この【【○曰昏の８口国｝〔ＯＢの『の‐
日○一①□【○ぐ】ゴ８日葛三。ご岳のａ－－ｐｍｍ－－のの『葛】昌昌の『○日口昌一。□ロ『□Ｃ⑪①Ｃ［Ｓのヨ（の『１口、ｓの８８の①》ロロロ已○の⑪の⑫⑪ごｍ三日⑪の］【ｏ崗一誌］ロメロ‐
（泌）
ユロロ言百のの⑩①の。
な
お
ゆ
た
絶望にみたされ、しか４℃猶深い愛慕の追憶に燃え立ちながらポシュエは、死体を墓から発掘してその豊かな髪の毛を手に入れようというロマ
（妬）
ンティックな望みを４，って、都から遥々その村のある遠い地方まで旅をした。
の一一の一口ロの夛○目のこ『ロ］のの巴巴（・冨巴の）薑昌一ｏｐｍ８－－のウ『四⑪の芹荷ごａ吻功⑤功３８①冒己○口『四三『の『口日。】８耳の（、８
ケ
６
 
（佐々木直次郎訳）
（根津憲三訳）
12805） 
「恋人の髪」をどうこうするといった挿話は、モーパッサンとボーとでは若干の異同がみられる。前者では、顔を引きよせるために
髪
に
手
を
か
け
、
後
者
で
は
、
死
体
の
髪
を
切
り
と
る
た
め
に
髪
に
ふ
れ
る
の
で
あ
る
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
「
ゆ
う
れ
い
」
と
い
う
作
品
に
つ
い
て
、
Ｃ
・
Ｐ
・
カ
ン
ビ
ェ
ー
ル
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
といった風になっている。
一方、ボーの描き方はどうかといえば、
（”） 
『ロ○コの｛『この口の①一
り
ん
ね
ｌわれわれはこの物語の中に、「モレラ」「リジィァ」「アッシャー家の崩壊」において見られる輪廻とか死後の生存の事例をみるようだ・美
〈訓）
しい女性の再生や復活についての一般的な類似のほか、いくつかの共通点がある。たとえば、両者の場ムロにおける主人公の恐怖である。
（ボー）
西の『の四。ロ①の号の頒日ぐの．シ芹『日・日、ゴ（ゴの巨口〔（閲）
『の⑪［の９ケ］（ずの巨口Ｃ］ｏ既ｐｍｏｍ（すのワ巴○ぐの□の］の、。
彼
女
だ
！
ま
さ
し
く
彼
女
だ
っ
た
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
ようとして髪の毛をつかみ＋家した。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（釦）
彼は墓にたどりついた。真夜巾，に棺を掘り出し、それを開いて、将に髪の毛を切らうとしてゐる時に、恋人の眼が開いたのに気づいた。
ま
さ
し
く
彼
女
だ
っ
た
。
な
ん
と
も
い
え
ぬ
恐
ろ
し
さ
が
わ
た
し
を
と
ら
え
ま
し
た
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
鍋
）
巨口の凹円芹ずい
牙の８団員○℃のロ、一戸、ごＱ一ｍご岳の四日○命烏冒ロミヨ、等の香凰拭ミヨのロゴの】⑪囚『，
でも、わたしは腕を伸ばし、この恐ろしい顔を引き寄せ
注・傍点は引用者による。以下おなじ。
(16）１２７ 
ボーの余韻
ある日のこと、友人は語り手（サミュェル）に、屋敷に行って妻といっしょにすごした部屋をおとずれ、居間に残してきたある重要
な書類を取ってきてくれないかという。サミュェルは友人から部屋のカギをあずかると、翌日さっそく屋敷にむかった。
屋敷は二十年以上も空家になっているようだった。入口で召使いに会うと、奥様が亡くなってから部屋は閉ざされたままだという。
召使いはなぜか使いのものをその部屋に入れようとはしないのである。そこでサミュエルは召使いの抵抗をおしきって部屋に入る。
部屋はよろい戸が降ろされており、まっ暗であった。だんだん暗やみに目がなれてきたので、頼まれた書類を捜しにかかる。
そのとき、サミュェルはじぶんの背後で衣摺れの音を聞く。けれどかれはふりむこうとはしない。｜つめ、二つめ、三つめの書類の
束を見つけようとしたとき、苦しそうな、深いため息を感じたのでギクッとする。本能的にサーベルの柄に手をかける。かれはすぐ逃
全身白衣の背の高い女が、椅子のうしろに立って、かれをじっとみつめていたのである。かれは突然、恐怖に襲われ、失神しそうに
なる。女は頼みごとがあるので、聞いてくれないかという。女はこのくしで髪を杭いてくれとたのむ。サミュエルは、その長い、冷た
げだしたい衝動にかられる。が、部屋にとどまる。
た。 一八二七年の夏、その老人は一騎兵将校として、ルーァンの守備隊に勤務していた。ある日のこと、波止場を散歩ちゅうに、見覚え
のある男と会う。が、すぐだれだか思いだせない。しばらくして、その男が旧友のひとりであることを知る。友人は五年会わないうち
に、すっかり変貌し、半世紀も年とったように見えた。かれはある恐ろしい不幸のため、廃人同様になっていた。
その男はある若い娘と恋をし、しあわせな結婚をしたが、程なく妻を心臓病で亡くす。そして埋葬式の当日、じぷんの屋敷を出ると、
ルーァンに来て、そこの邸宅でくらすようになる。かれは孤独と絶望の中で生きており、自殺することばかり考えて日々をすごしてい
「ゅうれい」とはどのような作品なのか、
ある古い邸宅で行なわれた、親しい者た←
る老侯爵が、とっておきの体験談をかたる。
峠品なのか、その梗概をかんたんに述べておこう。
親しい者たちだけの夜会が終ろうとするとき、ド・ラ・トゥール・サミュエルという名の八十二歳にな
126（17） 
や
が
て
そ
の
女
は
礼
を
い
う
と
、
サ
ミ
ュ
類
（
手
紙
）
を
わ
し
づ
か
み
に
つ
か
む
と
、
か
迷
妄
か
と
ゆ
っ
く
り
考
え
よ
う
と
す
る
。
やがてじぷんの騎兵服のボタンに、女の長い髪の毛がいっぱいからみついていることに気づく。それをふるえる手で一本一本つまむ
と、外へ投げすてる。翌日、サミュェルは従卒に書類を届けさせる。日をおいて、かれも友人を訪ねるが、相手は行くえしれず。女が
い
た
屋
敷
は
警
察
に
よ
っ
て
綿
密
な
調
査
が
行
な
わ
れ
た
が
、
何
ひ
と
つ
疑
し
い
も
の
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
カ
ン
ビ
ェ
ー
ル
は
、
ボ
ー
の
作
品
と
の
類
似
点
の
実
例
と
し
て
、
漆
黒
色
の
「
頭
髪
」
を
ひ
い
て
い
る
。
す
い、黒い髪を杭いてやう。。
こ
の
一
節
は
、
ボ
ー
の
「
リ
ジ
ィ
ァ
」
の
終
り
に
あ
る
、
つ
ぎ
に
引
く
文
と
パ
ラ
レ
リ
ス
ム
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
亘口３の『暮口苫暮③「§§ご冒恩Ｃ「冒苞員囚茸一
（モーパッサン）
（躯）
、の⑩ｎコのぐのこ※ＱのごＣ巨、の》芹『のｍ－ｏｐｍの．（忍的ョ。ご鰯．白のの①ヨワ］巴芹’一一・℃のロ・巴の日ロロ『‐・の⑫の■⑪］の。。⑪の一の『ロロ甘昌の巳］の（｛○口呂巴の□ご口（のｑの。
（ボー）
四口Ｑ芹夛の『の⑩（『のロロ］の○ｍ。『【戸一己芹○一ヶの『ロ②ゴー。、四ゴロ。⑪ロゴの『の。、一彦の。ゴロ『コケの『》ず口、の】ゴロ⑪の①の。【］ｏｐｍ四口・ロ厨すのぐの一一の□ず四］『亟騨９画②
（弧）
彼
女
の
き
わ
め
て
長
く
て
、
き
わ
め
て
黒
い
髪
の
毛
は
バ
ラ
バ
ラ
に
ほ
ぐ
れ
て
い
て
、
イ
ス
の
背
か
ら
た
れ
て
、
床
ま
で
‐
と
ど
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
（青柳瑞穂訳）
エルの手からくしを奪い取って、半開きの戸口から逃げて行ってしまう。サミュェルも三束の書
あ
わ
慌てふためいて逃げだす。馬に乗り大急ぎでルーァンにもどると、じぷんの部屋に逃げ一」み、夢
(18）１２５ 
ボーの余韻
とある。
ボーの「モレラ」の場〈
い
っ
た
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
こ
れ
は
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
、
「モレラ」の最後の数行に、
（モーパッサン）
〔胃ご冴蔦ミ冒員荷園⑩（頁甘葺⑩目、颪（の：：四目Ｃゴロの．○註苫ご§８ミヨａ§烏②島、§・鈩巨２．旨曰８コの『のぐの］回り亘目の（のヨョの
（功）
里の。｛の一心Ｃ四○毒の①。
（妬）
な
い
の
を
見
て
長
い
苦
笑
を
続
け
た
。
（ボー）
国貝のすのＳのｇロロロミ］忌日］ｏゴロロ山口・の】ｄｏ『の弓の『８ｓの芹○日▽四口□胃一ｐｐｍげのロョ】夢囚］。ごｍｍｐＱｄ冒図一ｐｐｍロ四の昌帛○口ロ９コ。
（鯛）
一日。①の。｛岳の陣の（》ごＳのＣご臼ゴの］葛茸の『の亘巴ＱＳの⑩の８コ□》三○『の一一口．
だが彼女は死んだのだ。私は自分のこの手で彼女を墓地に運ぶのだ。私は第二の「モレラ」を埋める墓穴に最初の「モレラ」の跡を残ってい
（訓）
‐と長い乱れた髪の豊かな束が部屋の中をさっと流れた。それは真夜中の鴉の羽より黒かった。
、
の場合とおないしく、「ゆうれい」においても、主人公は、消えた女を見つけようとするが、発見できずに終ったと
（葉河憲吉訳）
（葉河憲吉訳）
12409） 
猫」の余韻を感じるのである。
「黒猫」の主人公は、斧の一撃で妻を殺したのち、その死体の隠匿にかかるが、やがて警察の手が入る。けれど、証拠となるものは、
何
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
い
う
。
い
ま
引
い
た
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
ボ
ー
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
章
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
の
カ
ン
ビ
ェ
ー
ル
の
結
論
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ｌモーパッサンの他の物語にもいくつか類似点を見いだせるかもしれ恋いが、それらの作品が自然に生まれたものか、あるいは意図的につく
（弧）
ら
れ
た
も
の
か
に
つ
い
て
、
自
信
を
も
っ
て
語
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
（”） 
ョＣ暮冒困邑口切（ＣＣの亘冴８巳⑮己．
（鉛）
かいふ⑧く現われませんでした。
（ボー）
…
曾
欝
…
…
…
…
…
員
；
…
：
…
…
｜
『
…
…
固
く
…
…
：
“
：
§
冒
呂
…
’
○
具
・
…
…
あの廃屋についても綿密な調査が行なわれましたが、疑わしいものは何一つ見つかりませんでした。その中に女がかくれていたという形跡も、
（㈹）
二
、
三
度
尋
問
蔓
け
た
が
、
そ
の
返
答
は
た
や
す
く
な
さ
れ
た
．
議
宅
捜
索
さ
え
行
な
わ
れ
た
が
ｌ
・
ち
ろ
ん
何
一
つ
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。（刈田元司訳）
シサンの一節に、ボーの「モレラ」をほうふつさせるものが感じられなくもないが、わたしはむしろ、ボーの「黒
(20）１２３ 
ボーの余韻
「けいれん」については、最後にふれるつもりだが、「オルラの旅」は、フランスからベルギーまでの気球旅行をテーマとしたもので、
この作品は同じ気球旅行をあつかったボーの「ハンス・プファァルの無類の冒険」を思いださせる。
モーパッサンの「けいれん」という短編は、じっさいかれがボーの名前（固呂閂勺ｏの）を挙げている数少ない作品のひとつである。
この短編小説は、わずか七ページほどの小品である。物語の舞台が置かれているのは、フランス中央部のオーヴェルニュ地方の、山
のふもとにある小さな温泉場である。この湯治場にさまざまの人々が出入りしている。
語り手の「わたし」もそうした湯治客のひとりだが、ホテルの食堂で新顔が入ってこないかと期待していると、父親と娘が入ってき
た。父親はいくらか背が曲がった、やせた男だった。髪の毛は、まだ若い顔つきにくらべてまつ白であった。
娘のほうは、なかなかの美人だった。年のころ二十四、五歳ほどで、ひじょうに小柄であり、父とおなじようにやせていた。蒼白く、
膚は透きとおるほどの美しさを備えていた。腕をうごかすのが不自由なようで、ひじょうにゆっくりと食事をとっていた。
「わたし」は、湯治にきたのは、きっとこの娘のほうだろうとおもった。娘にはどことなくしょうすいしたところがあり、意気消沈
していた。娘も風変りなら、父親のほうも常人とは異っていた。神経性の筋肉のけいれんにかかっていたからである。
語り手の「わたし」は、二人が運命の犠牲者のようにおもった。モーパッサンは、この父親と娘を、つぎのように描いた。
Ｄｏｐｐｎのの○一『，一四・○ｏヨヨの（。ｐの一のいぃ○一『の。ロ。■の口耳の口ｓｏロ⑪一・のロ（『の①□の｛碕巨『の⑪一口○○コご口のの．
］一コ一のごくヨ（ロロの□の巨浜・日巴の可醗酵『目、の⑫．ロロロＣ日日の①（ロロの瀞ョ〕ロ】の“］の己の『の①（一ｍ（）］］の．胃②ミ⑮蔵『⑤ミ』ご『頁ご員烏切員貫烏
（枢）
巳③『鰯○誌ヨロ、何ｍ＆岡且函国司用ざ回評の一つ。Ｅ肘一画。｛一一『ロぐ四】戸の。①■禺巨ご○す四目己のご口ご◎ず、『ロ】の】ゴ四一ヨ①口『の巨〆》
（モーパッサン）
さて、そうしたいつものようなある晩、われわれ［湯治客］は見知らぬ顔を待っていた。
122（21） 
事実を明らかにする。
「わたし」がいちばん不思議におもったのは、食事ちゅうも娘が、左の手に手袋をはめたままであったことである。
やがて夕食をおえた「わたし」は、暑さのせいで、散歩に出かける。すると、先ほど食堂で見かけた父と娘と出会う。双方、湯治客
が
か
わ
す
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
そ
の
と
き
父
親
の
ほ
う
は
、
景
色
の
よ
い
散
歩
道
を
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
。
「わたし」は案内することを申し入れ、ふたりを小川の流れている谷間へと連れてゆく。そこまでゆく道すがら、父親はしみじみと
娘のわけのわからぬ神経の症状について話をする。医師もはっきりとした病名をつけることができず、心臓や肝臓や脊髄の病としたと
ジュリエットという名の娘は、しばらく前から心臓がおもわしくなく、庭でころび、そのまま逝ってしまった。父親は娘の不慮の死
を
予
期
し
て
い
た
。
娘
が
死
ん
だ
ら
、
棺
に
宝
石
類
の
す
べ
て
と
夜
会
服
を
い
っ
し
ょ
に
入
れ
て
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
一家の墓地は、ロレーヌ州にあり、棺は祖先伝来の墓穴のなかにおさめられた。かれの一家にプロスペルという年老いた召使いがお
り
、
こ
の
者
は
娘
を
さ
い
ご
の
眠
り
に
つ
か
せ
る
た
め
に
化
粧
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
「
わ
た
し
」
は
、
辿
伝
の
せ
い
で
ことはありませんと否定する。
いう。まったく思いがけない話を聞いた「わたし」は、おどろきのあまり「ああ！」という叫び声以外なにも発することができなかった。
その父親は、ことばをつづけた。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ついで父親の口から出たことばは、このけいれんはじぶんが経験したある恐ろしい感動に原因があること、娘が生きたまま葬られた
新
顔
は
ふ
た
り
だ
け
だ
っ
た
。
だ
が
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
て
く
る
人
物
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
。
辿
伝
の
せ
い
で
は
な
い
の
か
、
そ
し
て
あ
な
た
も
精
神
に
故
障
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
問
い
た
だ
す
と
、
一
瞬
沈
黙
が
お
り
、
そ
ん
な
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
いつぷう変わった男と女で、ふたりは父親と娘だった。ふたりはたちまちぼくにエドガー，・ボーの小説に出
（網）
し
か
Ｊ
も
、
彼
ら
の
な
か
に
は
あ
る
種
の
魅
力
、
不
幸
な
魅
力
が
あ
っ
た
。
（小林龍男訳）
(22）１２１ 
ボーの余韻
白
な
の
で
あ
る
。
中心的な内容）に関するものなどがそれである。
れ
で
す
。
あ
な
た
は
」
と
、
口
よ
ど
み
な
が
ら
た
ず
ね
る
。
すると「あたしよ、お父さん」といった返事が巨
霊
を
払
い
の
け
よ
う
と
す
る
。
そ
の
し
ぐ
さ
（
け
い
れ
ん
）
そ
れ
は
亡
霊
で
も
何
で
も
な
い
、
生
き
身
の
娘
で
あ
Ｚ
そ
の
指
を
切
る
痛
み
か
ら
娘
は
蘇
生
し
た
の
で
あ
る
。
た
‐
父
親
は
娘
を
二
階
の
へ
や
ま
で
助
け
あ
げ
、
安
楽
イ
ス
』
召
使
い
の
プ
ロ
ス
ペ
ル
を
呼
ぶ
。
一
け
に
倒
れ
た
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
。
妻にも先立たれ、いま娘をも失った父親は、憎然として家にもどると、暖炉の火の消えた部屋の椅子にぐったりとして腰をおろす。
心は絶望のあまり、まひしてしまっていた。外には冬の冷たい風が吹いている。どのくらい時間がたったのかもわからない。
午前二時ごろのことである。突然、玄関のほうで重苦しい鐘が一、二度ひびく。召使いたちは起きようとはしない。そこでかれはロー
ソクを手にして降りてゆく。そしてにわかに扉あけると、暗やみの中に亡霊のような白いかたちが立っているのを目にする。「だ…だ
地下埋葬所の扉をあけ、娘ジュリェットの指を切って指輪をうばおうとしたのは、このプロスペルだったのである。
「けいれん」の第二節あたりに、主人公である父親の容姿について描いた箇所がある。父親は若々しい顔つきのわりには、髪がまつ
地
下
埋
葬
所
の
扉
を
あ
け
、
娘
ジ
ュ
リ
ェ
ッ
ト
の
指
を
切
っ
て
指
「けいれん」という作品の粗筋は、以上のとおりである。
｝」の作品とボーの作品とを比べてみると、いくつか顕著な類似点がみとめられる。作中に登場する人物の描写や小話、主題（作品の
（モーパッサン）
さん」といった返事が返ってくる。父親は家の中に入ろうとする幽霊を前にあとずさりする。かれはその亡
そ
の
し
ぐ
さ
（
け
い
れ
ん
）
は
、
そ
れ
以
来
か
れ
か
ら
離
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
い、生き身の娘であった。彼女は生き返ったのである。彼女が指にはめていた指輪を盗もうとする者がおり、
蘇
生
し
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
娘
は
血
だ
ら
け
で
あ
っ
た
。
で助けあげ、安楽イスにすわらせる。それから急いで暖炉の火をつけ、飲み物と医師の手配をするために、
、プロスペルは、生き返った娘の姿をみると、唖然として口をあけたまま、体をぶるぶるふるわせ、あおむ
120（23） 
主人公はまったく予期せぬ恐怖を体験したために、容姿ばかりか髪の色まで急変したようである。
ボーには「メエルストロムに呑まれて」（シ□の①・の員旨【ｏ岳の冨口の］の可。曰）と題する、渦巻きに呑み込まれたノルウェーの漁夫の
体験について語った短編がある。
モーパッサンとボーに共通するのは、極度の恐怖のあまり、一瞬にして黒髪が白髪に変わったという点である。
娘ジュリエットが亡くなったとき、父親は召使いに手伝ってもらって彼女を納棺する。
（ボー）
．
》
ず
：
§
・
…
…
…
一
…
富
’
○
震
貝
…
・
曽
戸
・
・
澪
一
・
：
…
…
…
旨
…
…
…
…
…
…
這
…
←
・（伯）
ご宣討》（○言のロ穴のロョご］】日すい》山口ロ【ｏｐｐ⑫ゴロ、曰】ロの『ぐのｍ・印。忌日Ｐ『＆ミミ⑮日昏の］の口⑪【の〆⑪昌。Ｐ目・画日喘『】ぬ三の。①。ｐ一四の冒・ｏ三・
、
、
、
、
あなたは私をずいぶん老人だと思っていらっしゃるｌが、ほんとうはさうぢゃありません．たった一目》ただ通いうちに、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
わ
ず
毛がこんなに白くなり、手足の力もなくなり、神経が弱ったのです。だから今では、ほんの僅かな仕事にも艫がぶるぶる震へ、
（仰）
》えるやうな有様です。
、
、
、
（
相
）
ていた。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
男はひじょうにたけが高くてやせ細っており、いくらか背が曲がって、髪の毛はまつ白、それもまだ若い顔つきにくらべてあまりに△⑮）白すぎ （糾）
ビゴ○日日の、旦芹芹『肝、『自○の芹日＆い【Ｐロロロのｐご○員の．§の、烏②Ｓ８Ｑ員』Ｃミミ§８『『ｇｏ』§。⑪ご○冒圏、香》国§○ミ（の忌冒⑮§８『⑤》
（佐々木直次郎訳）
（小林龍雄訳）
、
、
、
、
、
、
、
真
黒
だ
っ
た
髪
のお
び
ものの影に』（）怯
(24）１１９ 
ボーの余韻
娘を亡くした父親が、悲嘆にくれ、絶望のふちにあったとき、玄関のほうから聞こえる鐘の描写は、つぎのようになっている。
ボーの「アッシャー家の崩壊」にも、語り手の「わたし」が主人公と協力しあって死体を棺に入れる描写がある。
（蛇）
ｎ口ぐの四回。
（ボー）
シ斤昏の［８口の②一。｛この可の『》『Ｃ③『８首ロ』昏凰□（釦）
①ゴ、。［命一コのＱ・ニヨのラヨｏ四］○コのす。門の洋一。〕（の『の⑫芹。
（モーパッサン）
Ｂ
〃
］可口⑩巨口の｛の］］の⑪の８口の⑪のＣこの目。。⑪］の、のＣＢＣ二四⑩○ロ⑰日。－．ト⑮８苫四自己。巴ご図ロミぐ一□『＆｛＆§②一Ｑ１国荷口置ご量③８日目の８口のロロ
（モーパッ
ニ
目
｝（伯）
②。Ｈゴ目口の宮口
わ
た
し
の
年
と
っ
た
召
使
い
で
、
ジ
ュ
リ
ェ
ッ
ト
を
棺
の
中
へ
お
さ
め
た
り
、
娘
に
最
後
の
眠
り
の
た
め
の
お
化
粧
を
さ
せ
た
り
す
る
の
を
て
つ
だ
っ
て
く
れ
た
プ
ロ
（禍）
スペルが…：．
（制）
アッシャァの懇請で、私はこの仮埋葬の手配りを手伝った。遺骸を棺に納めてから、私たちは二人きりでそれをその安置場へ運んで行った。
シサン）
● 
ぐ】の巨滉
ぐ＆の芹Ｑのｏゴロ白ワＨの》勺『・の己の『・ロ巳ミミミロミ、ｇａｇ・切国］目の胃８コの、。。。①『Ｏ巨巴一・の（四一四℃ロ『臼已・巨『・のこの『己の『
ロ（曰③＆
ミミ冒暮⑯ロゴ目、ｇ旨圏隊ご「（冨回§・目このミＳ司○ミ⑩員・目。①ウ・身ゴロご旨、ワの、。
118（25） 
じ尋われる。
屋敷（「館」）のなかでひびく不気味な「こだま」や主人公たちがにぶい物音を聞いたときの心の動揺などにも、どこか似たものが感
し
か
し
、
何
ん
と
い
っ
て
も
い
ち
ば
ん
顕
著
な
酷
似
点
は
、
プ
ロ
ス
ペ
ル
の
「
死
に
ざ
ま
」
と
ア
ッ
シ
ャ
ー
と
そ
の
妹
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ボ
ー
と
手
ぎ
わ
は
同
じ
で
あ
り
、
多
少
表
現
に
違
い
が
み
と
め
ら
れ
る
。
イスがからだの下できしんだほど、わたしはびっくりしました。重厚な重苦しい鐘のひびきは、ちょうど墓穴のなかのようにがらんとした屋
（認）
敬
の
な
か
に
ひ
び
き
わ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
文
章
の
終
り
で
私
は
ぎ
ょ
っ
と
し
て
、
し
ば
ら
く
の
間
言
葉
を
止
め
た
。
と
い
う
訳
は
、
（
す
ぐ
自
分
の
興
奮
し
た
空
想
に
欺
か
れ
た
の
だ
と
思
い
返
し
は
し
た
が）屋敷のどこかずっと遠いところから、ラーンスロット卿が詳しく書き記したあの破れ割れる音の反響（抑えつけられたような鈍いものでは
（弱）
あったが）にそっくりな物土曰が、微かに私の耳に聞えて来たような気がしたからである。
（ボー）
し一夢の（の『ヨョ日一○口。｛戸冨の印の口庁のロ、の目印画風のＱＣｍｐＱ【。『、Ｂ○日の口戸ロロロの①ｇ【。『】〔四℃己の四『のロ８日の（山一（。。巨的ご弓呉ｏｐｏの○○口０－口・の。
＆四ゴゴ『の〆Ｑ（８（：Ｑ可且□の。①ご日日の）－－斤：己８『８｛・目］の昌日．『ごミ呂蔦ごミピ蔑菖・荷已・菖冒Ｐ「爵⑩ミ§②（§岳の『の８『ロの．ごｓの，
【】ロ。｛一望・【。【ご『の囚『の。ミゴ四庁閂ロ一ｍす（ず四ぐのウの⑩ロマーコ】一⑪の〆ロ、（の｝『ご】一四ユ芹昌○帛、ゴロ『四、芹の『．（呑③⑮、香。（すこ｛。⑭亙司『⑯ロロコロ巨置｛｛○苫⑤、の『｛巴ロ］］）。｛
（別）
芹ずのぐのＨ『。『口。【ごｍｍｐＱｄつご］□ぬ、。■ロロゴヨＣざの】ＨＦｍｐｐＯの｝。［ごｍＱの○℃四円芦、巳ロユ］□の⑪Ｏ乱□の。．
（モーパッサン）
（蹄）
曰ゴ。ヨョの①。：『の恩己四日四｛一］］の。直ぐ『】（一四ヶｏｐ９の＆§い§ｇロ②ミ⑩巨督。§§忌日§。。⑤§冒厨ご『ｇｐ『ご罵言○１句ミ行＆。勿・
(26）１１７ 
ボーの余韻
モーパッサンもボーも、同じように「頓死」を描いているのである。いったん死んだと思われた人間が、何かのはずみで生き返り、
や
哀
ぱ
肉親の目のまえに再び姿をみせるといった場面は、両者の作ロ叩における一つの山場を形づくっているが、その描写は迫真の極致といえ
モーパッサンは、おそらく「アッシャー家の崩壊」「群集の人」「早すぎた埋葬」「メェルストロムに呑まれて」などの作品を読んで
いたと考えられ、その描写の棲惨さ、迫力、迫真性などに感銘をうけたものとおもわれる。けれどかれはボーの作品から受けた生の、
し
か
も
強
烈
な
印
象
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
自
分
の
作
品
に
残
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
平明で彫りの浅いモーパッサンの文体から、ボーの影響なり感化の痕跡をえぐり出すことは、けっして容易な作業ではない。
モーパッサンは、ボーのとくに「メェルストロムに呑まれて」「アッシャー家の崩壊」などを読んだときの強烈な印象が、いつまで
Ｚ》。
○し」らい
しばらくの間は、彼女は闇のところでぶるぶる震えながら、あちこちとよろめいていた．ｌそれから、低い帥藝雷をあげて、部屋の中の方
へと彼女の兄の体にばったりと倒れかかり、烈しい断末魔の苦悶の中に彼をも床の上に押し倒し、彼は死体となって横たわり、かねて彼の予想
（弱）
Ｉしていた恐怖の犠牲となったのであった。
（ボー）
『。『四日○日の日⑪ゴの【の曰巴ロ日ミミ冨愚§Ｑ愚⑮言ｍ－ｏ四目｛『。■ｂＯｐ号の岳司ののロ○一ＱＩｓの。．暑】ヨロ］・ミヨ○四口目、、員司』』ずの囚ぐ］］］ヨー
ョロａごｓ目昌の己の『の。ごｏ命すの『ウ『○房の『》四口○冒すの『貝。』③員囚ゴロロ○葛【］ゴロ一§口暮‐損已量ＢＣＣ高ミヨ『○ご扇芭○ミｍ８『ご⑩の》山口ロ■くＲ‐
（閉）
（］日（○岳の一のロ。『⑪ロの可四ロロヨ】Ｏ］□ｇの□．
きやつははいってきて、娘を見るなり、おどろきと恐ろしさのあまりぽかんと口を開いたまま、わなわな震えだし、あおむけに倒れて死んだ
（師）
よ
う
に
堅
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
116（27） 
ン
に
出
か
け
、
し
ば
ら
く
療
養
に
つ
と
〕
とくに憂りょすべき疾患は、「幻
表した一八八三年ごろからである。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
、
単
に
ボ
ー
の
短
編
の
怪
奇
性
、
特
異
性
に
興
味
を
お
ぼ
え
た
だ
け
で
は
な
い
。
か
れ
は
じ
ぶ
ん
の
資
質
や
病
に
共
鳴
す
る
も
の
を
、
ボ
ー
の
作
中
に
認
め
た
と
も
お
も
え
る
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
、
「
墓
」
「
ゆ
う
れ
い
」
「
け
い
れ
ん
」
等
の
作
品
を
書
い
た
こ
ろ
、
す
で
に
文
学
者
と
し
て
不
動
の
地
し
ゆ
く
あ
位
を
え
て
お
り
、
生
活
上
の
心
配
は
な
か
っ
た
が
、
た
だ
数
年
来
、
宿
洞
に
悩
ん
で
い
た
。
か
れ
が
と
り
つ
か
れ
た
病
魔
と
は
、
消
化
不
良
幻
覚
な
ど
で
あ
っ
た
。
「
け
い
れ
ん
」
が
発
表
に
な
る
前
年
（
一
八
八
三
年
）
の
夏
、
か
れ
は
母
と
い
っ
し
ょ
に
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
の
温
泉
地
シ
ャ
テ
ル
・
ギ
ョ
エ
ピ
ソ
ー
ド
も頭にこびりついていた。が、創作を機にそれがふと記憶によみがえり、いくつかの挿話、たとえば一瞬に１）て黒い髪がまつ白に変わっ
た
り
、
死
者
の
復
活
な
ど
に
活
か
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
神
経
障
外
偏
頭
痛
眼
疾ｌと
き
ど
き
白
曝
夢
を
み
る
こ
と
が
あ
っ
た
．
砂
浜
に
あ
お
む
け
に
な
っ
て
寝
た
．
す
る
と
突
然
、
底
知
れ
ぬ
深
淵
の
な
か
に
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
ゆ
く
よ
う
な
気
が
し
（塊）
た。 例戸、
６０ 
－ン
（剛）
しばら／、療養につとめたとされる。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
幻
覚
に
お
そ
わ
れ
た
、
「幻想」
で
あ
っ
た
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
が
こ
れ
に
苦
し
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
「
墓
」
「
ゆ
う
れ
い
」
な
ど
の
作
品
を
発
と
い
い
、
は
っ
き
り
と
、
つ
芸
あ
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
(28）１１５ 
ボーの余韻
一八九四年（明治二十七年）十月、アメリカに公演にやって来たとき、かれはニューヨークで、『ニューヨーク・タイムズ』紙の記
者の取材をうけた。かれはブロンソン・ハワードの南北戦争をテーマとした「シェナンドァ川」という芝居を連れの者といっしょに観
近
代
の
探
偵
小
説
の
生
み
の
親
は
、
ア
メ
リ
」
ド
イ
ル
の
研
究
書
を
ひ
も
と
く
と
、
ボ
ー
の
々
置
な
ど
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ル
」
の
作
品
か
ら
い
ろ
い
ろ
霊
感
を
受
け
た
よ
う
だ
。
モーパッサンに及ぼせるボーの影響の有無を立証するために、単に類似点をかかげ、それを並置してもはじまらない。むしろ作者モー
パ
ッ
サ
ン
の
心
奥
ま
で
分
け
入
っ
て
、
創
作
の
心
理
を
じ
っ
く
り
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
い
ま
の
わ
た
し
に
は
そ
の
力
も
時
間
も
な
い
。
モーパッサンが、「けいれん」に登場する父親と娘をみて、「エドガー・ボーの小説に出てくる人物のような印象をあたえた」と書い
ているのは、おそらくメェルストロムの大渦巻から生還した漁夫、アッシャーとその妹マデリンのことであろう。たしかに「けいれん」
と「マェルストロムに呑まれて」「アッシャー家の崩壊」などを比較対照してみると、人物描写や挿話の点で、いくつかの表面的な類
似点を認めることはできるが、モーパッサンは「けいれん」を執筆するとき、ボーのいま述べた二つの短編の挿話と”ボー的な人物”
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
を
意
識
的
と
い
う
よ
り
、
漠
然
と
追
想
し
て
利
用
し
た
よ
う
に
お
も
え
る
。
し
か
し
、
大
部
な
ボ
ー
伝
（
『
エ
ド
ガ
ー
・
ボ
ー
ｌ
そ
の
生
涯
と
作
品
‐
Ｉ
病
理
心
理
学
研
究
』
フ
ニ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ル
カ
ン
社
、
一
九
○
四
年
）
を
執
筆
し
た
リ
セ
・
シ
ャ
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
エ
ミ
ー
ル
・
ロ
プ
リ
ェ
ー
ル
教
授
は
、
同
書
に
お
い
て
ボ
ー
が
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
に
影
響
を
与
え
た
と
は
確
言
し
て
い
な
い
（田）
が
、
両
作
家
に
み
ら
れ
る
類
似
点
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。
イギリスのアーサー・コナン・ドィル（’八五九～一九三○、医師・推理小説家）は、名探偵シャーロック・ホームズを創造したこ
と
で
有
名
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
作
品
は
広
く
世
界
じ
ゅ
う
で
よ
ま
れ
て
い
る
。
近代の探偵小説の生みの親は、アメリカのエドガー・ボーであるが、じっはドイルはボーの系譜に連なるひとりと考えられる。
ドィルの研究書をひもとくと、ボーの名前が散見する．それはドィルの作品に少なからず”ボー的なもの“ｌボーが用いた舞台装
モ
デ
ル
置
な
ど
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ル
は
眼
科
医
か
ら
作
家
へ
と
転
身
す
る
に
あ
た
り
、
ボ
ー
を
師
表
と
し
て
出
発
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
ボ
ー
＊ 
＊＊ 
114（29） 
に
行
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
と答えた。
と
い
っ
た
質
問
に
対
し
て
、
ド
イ
ル
は
間
髪
を
入
れ
ず
、
Ｉ
「
ザ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ン
パ
一
一
‐
」
で
す
．
す
る
と
、
そ
の
場
に
い
た
誰
か
が
い
っ
た
。
ｌ
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
を
別
に
す
れ
ば
…
：
．
記
者
は
、
そ
の
わ
ず
か
な
間
隙
を
ぬ
っ
て
、
取
材
を
お
こ
な
っ
た
。
この間が発せられたとき、あたりは一瞬水を打ったようにし－んとなった。が、ドイルはすぐに答えた。
ｌ
お
お
、
と
て
も
！
ボ
ー
が
創
っ
た
探
偵
は
、
小
説
の
な
か
で
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
す
．
ｌ
そ
の
わ
け
は
、
轍
蘂
す
る
の
に
ひ
じ
ょ
う
に
骨
が
折
れ
た
作
品
だ
か
ら
で
す
．
’
と
こ
ろ
で
、
エ
ド
ガ
「
・
ア
ラ
ン
・
ボ
ー
か
ら
は
影
響
を
受
け
ま
し
た
か
。
シ
ャ
ー
。
ヅ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
物
を
お
寳
き
に
蔵
ろ
と
き
…
…
。
Ｉ
ご
自
分
の
作
品
で
、
い
ち
ば
ん
気
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
何
で
す
か
．
ｌ
え
え
、
と
て
も
、
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ｌ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
気
に
入
り
ま
し
た
か
。
わたしは十七の年から二十七歳になるまで短編を書いてきました。「マイカ・クラーク」が大衆から好まれ、小説を書くよ
(30）１１３ 
ボーの余韻
］①②②、！］『つ②マイー
愛読したらしい。
か
ら
叙
述
方
法
や
植
物
の
知
識
を
え
た
と
さ
れ
る
。
このようにドィルは、ボーから恩義を受けたことをすなおに告白した。
ところでドィルはいつごろボーを知り、ボーのどのような作品を読み、それをどのように役立てたのであろうか。かれが少年から青
年
期
に
か
け
て
愛
読
し
た
作
品
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
マコーレ（目・日、の国：旨巴○口三四．目一山］》］ｍｇｌｍＰイギリスの政治家、歴史家、エッセイスト）の『ジェイムズ一一世の即位か
らのイギリス史五巻』（一八四八～一八六一）、『古代ローマの終えん』（一八四二年）。リード（富四百①幻の貝］巴のｌ田・アイルラン
ドの作家）の『頭皮をはぐ者』。リードの前身は教師であったらしく、のちアメリカで毛皮を取るわな猟師となった。ドイルはこの本
さらにドィルは、スコット（三四］扇『の８戸」『ごｌ］忠画・スコットランドの詩人・作家）の『ロブロイ』（一八一七年）や『アイヴァ
ンホー」（’八一九年）を耽読したほか、リード（○目『一の②宛の目の』巴トー鷺・イギリスの小説家）やピープス（の臼目の一℃の日の．
｜ｇ②！］『９．イギリス海軍大臣、その日記で有名）とかデフォー（○目】の］□の句・の』の①Ｃｌ弓②］》イギリスの小説家）などの作品も
と、ある若い女性は目をかがやかせながらたずねた。
ドイルは真顔でいった。
（則）
（開）
ｌある教師を知っておりました．その人は反ばくで藝壹ない辮実を推論することができました．
Ｉデニパンにかなう者は、ひとりもおりません。探偵小税を文学作品に仕立てることを教えてくれたのはボーでした。
ｌ
デ
ュ
パ
ン
を
モ
デ
ル
に
は
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
112（31） 
（句『山口○】のロ【の（西口耳（
作品を好んでよんだ。
（回日一一のの■すｏｕｐＰ］一
一八七五年（ドイル十六歳）の秋、かれはォ１ストリァ西部のフェルトキルヒ（スイスとの国境に近い、イル川沿岸の町、ウィーン
の西七三六キロ）にあるイエズス会の学校に一ヵ年留学した。
（師）
ドイルがボーを発見し、その作ロ、に好奇心を大いにそそられたのは、｝」の町においてであったらしい。かれの母親（当時、四十歳）
のメアリは、息子をゆくゆくはエディンバラ大学の医学部に進学させ、将来医者にすることを考えていた。公務員の父親はすでにアル
コール中毒にかかっていたし、たよるべき存在ではなかった。
そのころエディンバラのドイル家に下宿していたのは、ブラィァン・チャールズ・ウォーラーという若い医者（病理学者、二十五歳）
であった。この医者はじぶんが編んで注をつけた化学や数学の本、自作の詩集に加えて、ボーの『神秘と想像力の物語』をオーストリ
アにいるドイルのもとに送った。これが機縁となり、ふたりは文通するようになった。
ボーの数多い作品のうちでも、ドイルが最初によんだのは「黄金虫」であり、ついで「モルグ街の殺人事件」であった。ドィルはこ
ｇ
よ
う
が
く
れらの作□叩に驚樗し、ボーの創造力にあらためて感心した。当時、ドィルは感じやすい青年であった。
アメリカ文学では、ホーソーン（ｚ四三目】の］西田ミゴ。『。①．］ｍＥｌｍ］）、クーパー（］目〕の切司の日日。円の○・・℃の『・］「の①！］の、］）、ハート
『山口○】のロ【の（困日（の》］忠の１＄ｇ）、アーヴィング（ご「■の三口、〔○口目『ぐご、》」『忠１９）、ボー（ロ。、日し一］四口勺○の．」ｍｇｌも）などの
品を好んでよんだ。外国文学のうち、とくにフランス文学では科学冒険小説家のヴェルヌ（］巳の、くの曰の．］圏のｌ〕の＆）、ガポリォ
ョーーのの号・菌Ｐ］田切ｌ田）の作品を原文でよんでい麺。
そればかりではない。ドイルはボーを読むことによって、じぶんの心の中にある暗い考えを呼び起された。
（“） 
ｌボーの物籍は、わたしの想像力を刺激し、わたしに物語の叙述方法の尊さ、力感ごいったものの鰻筒の好例をしめしてくれた．
（㈹）
ｌまんざら健康的な影響を受けたというわけではなかった．ボーの作品は、わたしの購い考えをむりやり縞的なもの、異常旅》ものにむかわせた。
(32）１１１ 
ボーの余韻
これよりとくに「まだらのひも」を取りあげ、ボーの「アッシャー家の崩壊」と対置させ、考察してみよう。アッシャー家にしろ、
ま
つ
え
い
「まだらのひも」に出てくるロイロット家にしても、そ》」で暮らす人々は、零落したとはいえ、貴族の末育である。両家のひとびとは、
退
廃
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
る
。
か
れ
ら
の
住
居
は
、
館
（
い
な
か
の
邸
宅
）
な
の
だ
が
、
そ
の
い
か
に
も
古
び
て
見
え
る
建
物
の
外
観
は
、
っ
ド
イ
ル
は
、
ボ
ー
か
ら
い
ろ
い
ろ
ヒ
ン
ト
を
受
け
て
き
た
だ
け
に
、
か
れ
を
探
偵
小
説
の
開
祖
と
し
て
認
め
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
か
っ
た
。
ドィルに及ぼせるボーの影響に関して、よく引きあいに出される作品に、「踊る人形」（日ロのｏ目・曰、三のＰ］＠ｓ）や『パスヵヴィ
ル家の犬』（弓ロの困○目ＱＣｍ岳の田口の丙のＨ昌一のの』①Ｂｌ〕①ｇ）、「まだらのひも」（弓ゴのの己の、云一の９国目Ｑ》］忠山）などがある。「踊る人
形
」
は
、
ボ
ー
の
「
黄
金
虫
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
作
中
に
お
い
て
暗
号
を
使
用
し
て
い
る
。
コ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
家
の
犬
」
や
「
ま
だ
ら
の
ひ
も
」
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
ある意味でボーの「アッシャー家の崩壊」の改作物、または変形といえる作口叩であり、舞台装置や挿話の点で似通ったものが多くみと
められる。
と
も
あ
れ
ド
イ
ル
は
、
ボ
ー
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
短
編
小
説
の
存
在
と
、
そ
の
作
法
や
構
造
を
知
っ
た
と
い
え
る
。
しかし、ドィルは作中において、ボーの名前を出すことはあまりしない。が、「緋色の研究』（シ⑩自身曰の８１の（）の「推論の科
学
」
中
に
ボ
ー
の
名
前
が
二
度
出
て
く
る
。
ワ
ト
ソ
ン
と
ホ
ー
ル
ズ
の
対
話
の
な
か
で
、
ｌ
き
っ
と
君
は
、
わ
た
し
の
こ
と
を
ポ
「
と
比
鮫
し
て
、
ほ
め
て
い
っ
て
い
る
つ
も
り
葱
ん
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
の
意
見
に
よ
る
と
、
デ
ュ
パ
ン
は
二
流
の
人
物
さ
。
十
五
分
も
た
っ
て
か
ら
、
友
人
の
考
え
に
つ
い
て
、
急
に
口
を
差
し
は
さ
む
や
り
方
は
、
じ
っ
に
こ
れ
み
よ
が
し
の
も
の
で
あ
り
、
浅
薄
で
あ
る
。
（、）
た
し
か
に
デ
ュ
パ
ン
に
は
、
分
析
の
非
凡
な
才
能
が
あ
る
が
、
ボ
ー
が
考
一
え
て
い
た
よ
う
な
天
才
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
ｌ
君
が
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
じ
っ
に
耐
単
な
こ
と
で
あ
る
．
君
を
見
て
い
る
と
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ボ
ー
の
デ
ュ
パ
ン
の
こ
と
を
思
い
Ⅲ
す
．
ボ
ー
の
よ
う
な
人
物
が
、
物
語
の
外
に
存
在
す
る
と
は
夢
に
も
お
も
わ
な
か
っ
た
。
110（33） 
「アッシャー家の崩壊」に登場する主人公は、兄のアッシャーと妹のマデリーンである。じっはかれらはふたごであった。一方、「ま
だ
ら
の
ひ
も
」
に
出
て
く
る
、
妹
の
ス
ト
ナ
ー
嬢
と
変
死
を
と
げ
た
姉
の
ジ
ュ
リ
ァ
も
、
双
生
児
な
の
で
あ
る
。
（巧）
両作ロ叩において、奇怪な事件はあらしの夜に起こり、そのときいろいろな物音にまじって何か重い金属のようなものが落ちた音がす
る。 ぎの
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
フＣＯ つまり双方の建物の外壁をおおっていたものは、ボーとドィルでは用いている語こそちがえ、同じように〃菌類〃であったことであ
（ボー）
（ドイル）
（ね）
日ロのワ曰一口一コ、君国⑪。（ぬ『の］・』『。否③再－ヶ一。（ＯｐのＱの８コのご冨壹洋彦四三函ゴ○のロ芹Ｂ］己。『ご○Ｐ……
（ボー）
（、）
宣旨貝のゴヘ農包○ぐの『のロ『の且昏のミヨ。－の①菖の『】。『・す：、旨頤ご口｛曰の国口、一日ゴのす‐三。『寿命『○日岳の８ぐの⑪．
、
、
（洞）
屋
敷
の
建
物
は
ま
だ
ら
の
こ
け
む
し
た
灰
色
の
石
造
で
、
ひ
と
き
わ
高
い
中
央
部
か
ら
…
…
、
〃
、
Ｄ
Ｃ
の白）
（ね）
微細な菌が、細かにもつれた蜘蛛の巣のようになって楯から垂れ下がり、建物の外側一面を蔽いつく‐している。
注・傍点は引用者による。
(34）１０９ 
ボーの余韻
｜方、「まだらのひも」の女主人公のひとりジュリア・ストナー嬢は、寝まきを着たまま、寝室の戸口のところでふらふらになって
姿をあらわす。その描写はつぎのようなものがある。
姉が戸口へ出てきましたのが廊下のランプの光りでみえました。姉は怖ろしさでまっ青になり、何か助けを求めでもするように両手であたり
（別）
を探しまわり、からだは酔いどれのように一別後にゆらゆらしながら立っています。
（ドイル）
国］ｓの］］ぬ頁。｛岳の、○月昼。『一四日己胄⑰囚ミヨ］の一⑪｛のＨ四℃□の四円日忌の○℃のロヨいすの『菌８ケ一四口、辱のロョー昏戸の『８『含すの［ず四コ。⑫、『ＣＤヨ、
（釦）
｛。Ｈざの］Ｐ意「ご岑○【⑮葛侭曽甸②ミロ」冨葛ｍ８ｐゴロごｄ一房の号ｇｏ帛四Ｑ２口丙四ａ．
姉の申しておりましたような低い口笛を
（刑）
た。 （ドイル）
目の①のョの□（・ず８『四一○葛言亘の（］の．⑩ロ９回の日】、】②一円：⑪。『―す巴・目。口｛の三日・曰の。一の］ｍｑｍｎｓ農凰畠②。§只四の】【四葛。闇＆言③日』
（耐）
す回口帛凹豈のロ。
（市）
『ずの８日の四誤「ロ『のｏｍｍｓ⑩〔ごｇ》。。一一ｏ言雪冒⑱旨』』（、四コ○○ｓ畠。『ご園・］の芹ｍｂｂ四『のヨーョョ口菖のＱ『のぐの『す⑦『巴】。ｐ・
し
ょ
う
ぜ
ん
（両）
はっきりした、うつるな、金属性の、錨然たる、しか人口明らかに何か押し包んだような反響が聞えたのだ。
声きいたように思います。と、つづいてガチャンと何か重い金物でも落ちたような音がいたしまし
108（35） 
ジ
ュ
リ
ア
・
ス
ト
ナ
ー
嬢
に
し
て
も
、
マ
デ
リ
ー
ン
嬢
に
せ
よ
、
両
人
は
そ
の
あ
と
す
ぐ
、
”
ひ
き
つ
け
“
（
け
い
れ
ん
）
を
起
し
て
、
ふ
た
ご
の
兄
弟
の
腕に抱きかかえられるようにして死ぬのである。が、ボーとドィルはつぎのように描いている。
この情景は、ボーの「アッシャー家の崩壊」に出てくるマデリーン嬢が、部屋の戸口のところでよろよろしているのと酷似している。
（ボー）
’
二
③
…
←
：
冒
藝
目
…
口
煩
§
直
…
：
…
§
・
員
…
…
§
；
・
葛
・
…
：
…
§
…
§
§
・
ミ
§
』
…
「
（別）
貝四○誌曰。②。。：。：
（碗）
Ｉ
そ
れ
か
ら
、
低
い
螂
篁
Ｐ
を
あ
げ
て
、
部
屋
の
中
の
方
へ
と
彼
女
の
兄
の
体
に
ば
っ
た
り
と
倒
れ
か
か
り
、
烈
し
い
断
末
魔
の
苦
悶
の
中
に
Ｉ
（ドクイル）
閂円四口芹○すの『山口ロ（ず『の笈「Ｈ己］四目ロの『Ｃロゴ・ロの扉す□芹口（（ず口（門口。『ゴのロ（ゴの『汽口ののｍの⑦の『ゴの。［。、】ぐのニヨロごｍｐＱめずの｛巴一戸○戸可の、【。■。。。
（妬）
口吝Ｑｇユ暮。＆。⑫○蔦ご討○時冒后。急行、口貫ロョ＆訂『（（ミＣ②ミミ⑤ｓ筍ロミミ唇８誌冒房日．
（ボー）
（腿）
句
・
『
…
…
豊
…
…
愚
…
嘗
…
§
…
蔦
…
§
：
●
・
国
冒
…
二
○
苞
Ｉ
し」Ｂい
（鋼）
し
ば
ら
く
の
間
は
、
彼
女
は
閾
の
と
こ
ろ
で
ぶ
る
ぶ
る
震
え
な
が
ら
、
あ
ち
こ
ち
よ
ろ
め
い
て
い
た
。
私はすぐに駆けよって両手で抱きとめました。それと一緒に姉はひざがきかなくなりましたのか、へなへなとその場へ倒れてしまいました。
(36）１０７ 
ボーの余韻
義父のロィロット博士の行ないはあまりかんばしくなかったので、姉のジュリアが亡くなったとき、検死官はくわしく死因を調査す
るのだが、何も不審を抱かせるものは発見できなかった。壁といわず、床までもたたいて調べたが、怪しいところはなかった。妹のス
ト
ナ
ー
の
語
る
こ
と
ば
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ボーの「黒猫」の主人公は、何かの用事で妻といっしょに住居の穴蔵におりてゆくとき、いっしょについて来た猫のために、階段か
ロィロット博士の行状が、州内でも久しく悪評の的となっておりましたのですから、検屍官のお調べはずいぶん綿密でございましたけれども、
死因についてはとうとう満足な解答が得られませんでした。
曰鳶＆具房ｇ③『何日爲亘員②８§：只冒＆筐而『口吻討昌目二○ｏＱｐ員尽め。』ミミヘ｝ご§Ｂ四コ・【すの酉。。『曰、三四の四］の。【。ＯＨＣロ、ご］の恩目口のｇ
（胡）
三宅溥毒（。の⑫回目ロの『の⑩口一戸
量『囚、巨口四ケ一の【Ｃ唾ロロロコ『の口芹嵐開口。（。『］、ロロ⑩の。命・の口芹ロ。
（ドイル）
ロ
ー第涛）〔８『§のユ胃烏鷺崎口唇旦暮③（冒匂⑯自等四伺貝８『⑤）す『□『，幻。『一○蔑印８目巨。｛ゴロＱ一○口いすの①ロロｏ－ｏ１ｏｐの冒昏の８巨ごｑ》す巳。①
〃
い
れ
ん
（師）
そしてどこかひどく痛みでもしますのですか、烈しく身もだえＩして、手足を怖ろしく痙箪させております。
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（閉）
四方●も壁も注意してたたいてみましたけど、一カ所・とてゆるみはございませず、床もそのとおりでございました。
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106（37） 
ら
突
き
落
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
そ
の
と
き
主
人
公
は
、
怒
り
の
あ
ま
り
、
斧
を
ふ
り
あ
げ
て
そ
の
猫
に
一
撃
を
加
え
よ
う
と
す
る
が
、
妻
の
手
で
じ
ゃ
ま
さ
れ
る
。
か
れ
は
憤
怒
に
か
ら
れ
、
妻
の
頭
に
そ
の
斧
を
打
ち
込
ん
で
し
ま
い
、
殺
し
て
し
ま
う
。
主人公は、女一房の死体を地下室の壁に塗り込むことによって、殺人をカムフラージュするのだが、殺人を犯してから何度も司直の手
が
入
り
、
家
宅
捜
索
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
く
だ
り
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
『。①の①葛四一一叩‐－日の］。■閃。ごいいのロ｛］の日のゴロｌ言⑩②。＆ロ房日輔助・高唇已員計侭同暮§ロ己ロの円Ｐ岳『・こぬげ岳の曰の『のロゴ『の目］・玲ワ『口ご日ｐ
ご§ご日宮口員曾崖）暮色の§③言亘。。閂ロの一。ご日昌冨且．§§罫貝烏『〕己・ミミ旦斎：：‐＆ミ詩ゥの三目笥冨目ｍ８ｏＱｓの８『□印の
家
宅
捜
寳
さ
え
一
度
行
は
れ
た
、
ｌ
が
無
論
何
も
発
見
さ
れ
る
篝
は
葱
か
つ
た
．
ご己。。（ずの啼○■『〔ゴロ四］○命〔すの固の⑪囚朋ご囚（一。貝、已四且］○ｍ→ロの己。］一Ｃの○口目Ｐぐの『］巨口①沢己の。｛⑦巳］。ご曰（すの云○臣⑪のご臼ゴロ、ご目③＆。ａ口叱口冒
ごミロ奇③凰賀ざＯ蹟②冒鳥閉（崎員（○再ｐ「葛⑮ごヨコヨ厨⑮切・
（卯）
ｏ開庁ゴのニョ黙の。崗】ゴ］ご○の。■ロ。
（ボー）
回
ご
§
ロ
馬
ｓ
９
首
＆
。
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§
旨
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ミ
ミ
員
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Ｃ
ミ
ミ
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冒
思
苫
・
暮
曽
胸
冒
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○
○
の
ｓ
②
８
量
目
．
殺人をしてから四日目に、全く恩ひがけなく、一隊の警官が家へやって来て、再び屋内を厳重に調べにかかった。けれども、自分の隠匿の場
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(38）１０５ 
ボーの余韻
注 「まだらのひも」には、「アッシャー家の崩壊」だけにとどまらず、「黒猫」のこだまが響いているようにおもえる。ボーとモーパッ
サンやドィルの作品に共通する表現を何節か書き抜き、それらを比較に供したのであるが、そこからわかることは、お互いふしぎにも
似通った部分が多いことである。それは単なる偶然の一致としてかたずけることができないものばかりであり、ボーの作品の余韻がド
ィ
ル
に
引
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
「まだらのひも」では、変死の疑いはないか、検死官による調査が行なわれ、他方、ボーの「黒猫」では、行方不明者にたいする警
察隊による捜索がおこなわれる。その捜査がきびしかったことは両作品に共通しているが、わたしがいちばん注意を引かれたのは、
、
、
、
、
、
「まだらのひも」の検死官にせよ、「黒猫」の主人公にせよ、杖でレンガ壁や床までたたいて証拠の発見につとめている箇所である。
「アッシャー家の崩壊」と「まだらのひも」では、女主人公たちが現れるのは、部屋の敷き居の内と外の設定になっている。彼女た
ちはいずれも恐怖と苦悶のなかで、双生児である兄または姉のからだに倒れかかるようにして死ぬのである。
エトルタにおける、スゥィンパーンとモーパッサンとの出会いに関する資料として、筆者が知るかぎりでは、つぎのようなものがある。
が
ん
じ
ょ
う
こ
し
ら
「この壁は－－‐‐お帰りですか？皆さんｌ－ｌこの壁は巌乗に栫へてありますよ。」さう一一一一口って、ただ気違ひじみた空威張りから、手にした杖で、
れ
ん
が
たた（肌）
ちゃうど愛妻の死骸が内側に立ってゐス》部分の煉瓦細工を、強く叩いた。
はず
所はわかる筈がないと思って、私はちつと３Ｄどぎまぎしなかった。
＊ 
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｏ
Ｇ
●
０
●
●
Ｃ
Ｄ
●
●
●
Ｏ
Ｃ
Ｃ
●
 
104（39） 
少・の息『ご・（の論文這昏愚目⑰ロミロ時：§》富の『・旨のＱの閂『四コ。①８日の○〆〆〆戸のＩＰ］①恩の一一九一一一～一一九四頁。］の：‐富：『一の目の著
量ロ§口吻②ロミの②量』ミミさ葛回す『巴１の⑦曰目》Ｆ１の》」の合の六四～六五頁。。日『の国・『の一箸ト・『マミミロ§ｐｍｍロミ・国のｑのＯＢ一一の『・目一（の臣『
の①ロのぐの］の臼の一九～二○頁。シ］□の『（‐三目のの○百〕一日著量口急目②ロミ、ミミ‐ミ、ミＱロョ己【旨〕の『一の弓四『：回国・口『ぬの⑪．］①＄の一一一一一～二七頁。
］四日ロ①の幻日四編澤』ｇミミロ§ロ②⑫ロミ向日（一○口の○四一一目四日・］①、『の三○～三一頁。河盛好蔵・大島利治訳アルマン。ラヌー箸『モーパッサン
も
の生涯』（新潮社、昭和四十八年十月）の四九頁。これらはいずれもみじかい記事である。日本人が書いたものとしては、『モーパッサン全集第一一一
巻』（春陽堂、昭和四十一年五月）に添えた大西忠雄の「解説（モーパッサンの生涯と作品）」に、すこしふれた箇所がある。
いちばんくわしく、参考に足る資料は、イギリス側のものであり、エドモンド・ゴスの軍）弓貝厨ロミ駕凰ロ意②．（］①］図）がいちばんくわしい。
（１）勺の『。『Ｃの口『ヨの［玲蜀、冒已ロビ②口誌＆」、旨ごロビ②旨」く○．司口誌只』冨口ロゴ一一］ロロロコロ○○・・ＰＣゴロ。Ｐ］のＣＰＣ・“四②
（２）同ロョロコロ○○⑩叩の叩勺。『［『巴厨四コ・の丙の〔◎すののどニヨ］］旨ロ】．田の旨の曰ロココ・ＦＣｐＱｏｐご］の］い己．、、
／■、〆~、〆￣、〆古、
４３２１ 
、＝〆、＝〆、_ソ、_〆
〆へ〆＝、〆、〆~、グー、〆へ／■、〆￣、／へ
1３１２１１１０９８７６５ 
、-／ミーグ、､／ミーノ、.’ミーグ、－〆、‐'、､／
の一『向ＱｐＥｐＱｏｏ田の
ｚの三Ｋ。Ｈ【・］①の②》□・臼
注（５）の二三四頁。
○の口く『の、○○口〕ロ］の｛の⑪皀巨⑪【『の①のＱのの巨昌・のごロロロ山の⑪四口一．同旨。①の》Ｏミご苫冒罵切凰〔）。。⑤、ご§＆口曽８・『のｎ口の一一一一の⑪の｛四口ロ○芯ののロ胃幻の。の
ロロロ］の、己］・ず巳｛ご－回ロ、す①の。⑦。。○ロヨのロ芹、写Ｃ『切一の潴（の。Ｆ一ワ『巴『」の９の句『四口、の・でロ『一⑩》］①②ｍ・ロ．、、
同右。
○のＱ一目・Ｐ目的編ごｇの菖忌覺蔚ト⑩鳥「“・ぐ・一・目］②ローｌ］、巳く四一のごローぐの『の）ご厚の⑩の．Ｂ、Ｐｂ・“Ｓ
、
シ・の息『ごＣ庁三口§。“⑫§』回国§貝・三の『ｎ日の。①句Ｂｐ８所収、、シｏ曰Ｉ］、の①ロ〔のＢす『の．］の田・ロ・図ｇ
幻①ロ⑩ロロヨののロ］］邪の屋堂《忌一邑口愚ごロ②②ロミ一回ご円凰ユのシロロ■口・ＣＯ］】Ｐ」①煙四．ロゴＣ
河盛好蔵訳『モーパッサンの情熱的生涯』（文藝春秋新社、昭和三十八年六月）、一三頁。
注（６）の二九一頁。
注
（
６
）
の
二
九
言
注（２）の二一頁。
注（２）の二七頁。
図白目Ｑの○ｍｍの陣弓可。『目の］四日のの一言、の編目●胃ｇ『§』§§『詠い＆匹衛ョ目○百１⑮いい員ｇミヨ・ぐ・］・〆ぐＥ・胃⑪⑫の一一体宛ｐｍｍの一一・
(40）１０３ 
(。）輯（雪）ＳＩＩ員１ｍ。
(雪）輯（虫）Ｇ１＜団凪。
(＝）輯（雪）Ｇ１＜絹1ｍ。
(■）匝仰。
(四）Ｈ<獣道く「Ｋ件叩く－入｣U語一ユムーミ」（｢三懸孤:H･－熱鰈Ａｊ迩婁」忘啓（榧臘１１掴′匿罵１１１＋｜塒111亜)’iilllll掴。
(＝）C61estinPierreCambiaire,Ｐｈ.Ｄ:Theﾉ城江②"“｡／EUgurAjja〃Pbei〃Ｆ、"cc,ＧＥ､Stechert＆ＣＯ,NewYork,1927,ｐ､195～p､198
(20）HaldeenBraddy:αo河o翅ｓ肋“"se-T/ｚｅ肋腕伽伽〃EtZgzzrA/伽Ｐｂ②，KennikatPress,Inc，PortWashington，Ｎ､Ｙ・’１９５３ｐ、
１０５ 
(ヨ）ＥｔＺｇｎｒＰＷ,ｍｅｓＣＤ加s,TranslatedbyCharlesBaudelaire,ＥditedbyRogerAsselineau,Aubier-Flammarion,Paris,1968,ｐｌＯ６
(圏）GuydeMaupassant:MsrfllllustrationsdeRicardoFlor6s,Ｇｒａｖ６ｅｓｓｕｒｂｏｉｓｐａｒＧ,Lemoine，EditionsAlbinMichel，Paris，
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(霊）匡担'111○幅腿。
(葛）ｎｊ－ｒｚ､キハ翻諜鯉１１鞄」（騨塑調′堅屋団＋出戻函)′・Ｉ<111○一Ｋ11111m](。
(鵠）Ｔ/ｔｅＷＯ７ﾉｾｓＱ／ＺｈｅＬａ花ａＺｇｍｎｊｍ刀肋ｅｗｉｔｈＡＭｅｍｏｉｒｂｙＲｕｆｕｓＷｉｌｍｏｔＧｒｉｓｗoldandnoticesofhislifeandgeniuｓｂｙＮ･
Ｐ､ＷｉｌｌｉｓａｎｄＪＲ・Lowell，voL1Tales，Redfield，NewYork，1855,ｐ､３２７
(爵）起蝉砦廻還置滞「'-1二間Ｒト・ト１m・弔煮寿祷墹雛鵬１鞄騨賑鴬醤毒』（藤｜紺|腿′壁二Ｋ軒Ｒ亜)'11.|<1111回(。
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(扇）輯（雪）Ｇ１ペ＜囮。
(詔）匝卿拙侶匿快逆○杣ｅ鞘鰈呈竪角ﾄJ帯岬。OeuvreCompletesdeGuydeMaupassanｔ‘C〃γｄｅＬⅢ"e,，LouisConard，Libraire-
麗嬬ＧＩ鴇
（［》）印。［
Editeur，ＰａｒｉｓｉＭＤＣＣＣＸＸＸＩＩ，Ｐｌ６５ 
(語）燭（葛）ｅ損１１１頁1画(｡
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(雷）輯（嵩）ｅヨギョ餌。
(田）輯（語）ｅ早員一く○四。
(歸）,ｑａｉｒｄｅＬ""ｅｉｐ１６７
(餡）窟（高）ｅ鱈ョ○回。
(霊）燭偶）ＳＩＩ＜黒魎。
(＝）頁田ｌＨ而癌『離鐸・總蝋剖型図曝』（望拭韓’壁辱亘＋｜暗銅面)’’'○唾。
(弓）輯（雪）Ｇ１員く四・
(等）GuydeMaupassant:`Tb伽,IllustrationsdeVRottembourg,grav6essurboisparGLemoine，EditionsA1binMichel，Paris，
1951゛ｐ２４１
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(居）輯（患）ellio111im(。
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(＄）輯（宅）ｅｌ１Ｈ]掴。
(雷）輯（宅）elli＜麺。
(宅）匝仰。
(臣）Ａ､ConanDoyle;ASjzucZyj〃ＳｃＭｇｔ－伽Ｆｉ剛DOCﾉｂａｂｏｍＳｈ城ｏｃＡＭＹ０航Cs，War｡，Ｌｏｃｋ＆ＣＯ.，Limited，LondonandMe小
ｂｏｕｍｅ（軍陣署陦維)’図貝廻。
(臣）坦（鵠）ＧＩＩ員団１ｍ。
(ＦＤ輯（扇）ｅｌｌＯＲＩｌｍ(。
鴇増Ｇ１語
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Ｈ
（刊）延原謙訳『シャーロック・ホームズの冒険』（新潮社、昭和四十七年一一月）、一一五八頁。
（布）ボーの「アッシャー家の崩壊」がドィルに与えたと考えられる影響として、リチャード・コックスは、館にひびく金属音、女主人公らが部屋
のしきいに立つ描写、彼女らがふたごである事実、さらに兄や姉に倒れかかるようにして亡くなる箇所などを、作品の外形にあらわれた具体的
な例としてかかげている（囚。訂ａｏｏＨ（へ冒盲「ｏ§（ミロｅ》亙句ＨのＱ：Ｏ丙ｐｐｍ閏囿巨臣⑪三コ、○・・・ｚ９コ『『・円丙》］・思・○・＄を参照）。
（門）シ・ｏＣｐ四口□・］］の》『意』：③ミミ③切旦鷺畠Ｃ・討起。｛『蔦切・皀巨の寓目ｏ口耳の丘口の『勺緒の（》の⑦。『胴のｚ９ごロのｍ・口『冒巴・ＰＣ且。ｐ》］９ｍ》ｃ・
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ボーの余韻
パーWfllL1｢jへｍ:蕊 、（’ハル、
英時人スウィンパーンがおぼれかけた海。
エトルタの「アヴァルの崖」（西側）［筆者搬影］
エトルタの「アモンの塵」（東側）
［筆者搬影］
9８（45） 
１９世紀のエトルタの村を描いた絵地図
51剛ＷｌｉＦ帽
(46）９７ 
｡､！ 
"'７ 
ボーの余韻
!:が.RW..
ボーの肖像画 スウィンパーンの肖像写真
少年時代のモーパッサン（１３歳）
[Jean-Mauricnne:ＭｈｚＷＰａｓｍ"にｓｆ
ｊｌ腕０ＷｂⅢ？Lib｢airieGrijnd，１９４７
より］
モーパッサンの「けいれん」の１１W絵。手前の男は、語り
手。テーブルの向かい側の人物は、父と娘。
[GuydeMaupassanWbj極,AlbinMichcI,1951より］
墓地から舞いもどってきた娘（ジニ
リエット）を見たときの父親の槻子
を描いた挿絵。 召使い（プロスペル）の,頓死，を描いた榊絵。
9６（47） 
パリの「モンソー公園」にある
モーパッサンの胸像［箪者搬影］
パリの「モンパルナス墓地」にある
モーパッサンの墓［筆者掻影］
ワイト島の‘TheParishChur℃hofSLBoniface
Bonchurch,とスウィンパーンの墓［箪者搬影］
イギリスのワイト島のホンチャーチに
あるスウィンパーンの墓［筆者撮影］
(48）９５ 
ＥｃｈｏｅｓｏｆＰｏｅ：ＴｈｅＩｎｆｌｕｅｎｃｅｏｆＥｄｇａｒＡ・Poe
onMaupassantandDoyle 
ｂｙＰｒｏｆＴａｋａｓｈｉＭｉｙａｎａｇａ 
EdgarAllanPoe（1809-1849）isanAmericanpoetandstorytellerwith 
world-widefame・Whilealiveheledamiserablelife，thoughhisworks
werewarmlywelcomｅｄｂｙｔｈｅｒｅａｄｉｎｇｐｕｂｌｉｃａｆｔｅｒｈｉｓｄｅａｔｈｉｎｔｈｅ 
ＳｔａｔｅｓａｎｄＥｕｒｏｐｅａｎｄｈｅｗａsfinallyelectedtotheAmericanHalｌｏｆ 
Ｆａｍｅ（inl910lHegainedfameparticularlyinFranceandEngland・
Poehadmanydisciplesamongwritersthroughouttheworld． 
GuydeMaupassant（1850-93)，aFrenchshortstorywriterandnovel 
ist，ｗａｓａｆｏｌｌｏｗｅｒｏｆＰｏｅ,ｓ；asinEngland，SirArthurConanDoyle 
(1859-1930）ａｌｓｏｏｗｅｓｓｏｍｅｔｈｉｎｇｔｏＰｏｅ 
Ｔｈｅｏｂｊｅｃｔｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓｔｏｓｈｏｗａｎdprovesometracesofpotential 
influencesofPoeonMaupassantandDoyｌｅａｓｗｅｒｅｅｘｐｒｅｓｓｅｄｉｎｔｈｅｉｒ 
ｗｏｒｋｓｂytheviewsofauthoritivescholars． 
MaupassantknewtheworksofPoeandprobablyreadtheFrenchtrans‐ 
lationslnOctoberl868，whenMaupassantwasstayingatavillaat 
Etretat，asearesort，Seine-MaritimeDept，Ｎ・France，hehappenedto
boardarescueboattosaveACharlesSwinburne（1837-1909)，ａｎＥｎｇ‐ 
lishpoetandcritic，fromdrowningintheseal)．Ｓｗｉｎｂｕｍｅｗａｓｓｔａｙｉｎｇ 
ｗｉｔｈＧｅｏｌｇｅＰｏwell，aWelshatChaumi6reDolmanc6，atEtretat． 
OnthefollowingdaytheEnglishmeninvitedMaupassanttotheircoun‐ 
ｔｒｙｈｏｕｓｅｔｏｔｈａｎｋｈｉｍＷｈａｔｓｔｒｕｃｋＭａupassantgreatlyduringthis 
visitｗａｓｔｈａｔｔｈｅｓｅｔｗｏＥｎｇｌｉｓｈｍｅｎｈａｄｉｎtheircottagesuchuncanny 
thingsasawatercolourpictureshowingadeadman，ｓｈｅａｄｏｎａｓｈｅｌｌ 
９４（49） 
ａｆｌｏａｔｉｎｔｈｅｓｅａａｎｄｔｈｅｍｏｏｎｗｉｔｈａｈｕｍａｎｆａｃｅｓｍｉｌｉｎｇｏｎｉｔ，differ-
entkindsofboneslyinghereandthere，ａｎｄａｓｋｉｎｎｅｄノz""α〃んα"dwith
gOre2)． 
Swinburnetalkedheatedlyaboutartandliterature，andMaupassant 
wasdeeplyimpresseｄｂｙｈｉｓｗｏｒｄｓ・Maupassantfoundhimavisionary
withrichlearningandimagination、Ｈｅｓａｙｓ《iノ腕ｅ/､ｉｔ化ﾉﾂｂｔｄｍｃ
ｓｏ汀ｅｄＥＺｊｇｎγＰｂ`》3)ｗｈｅｎｈｅｆｉｒｓｔｓａｗｈｉｍ
Afewdayslater，Maupassantwasmvitedagaintotheiｒｃｏｔｔａｇｅａｎｄ 
ｗａｓｏｆｆｅｒｅｄａｌｕｎｃｈｏｆｇｱﾂﾞﾉﾉＧｄ腕ｍｊｑｎ１ｚｏ"AB2ywhichcausedhimnausea・
Thespecialluncheonwaspreparedfortheoccasionafterorderingthe 
meatfromamerchantdealingwithexoticanimalsinLeHavre． 
Thoughthere'ｓｎｏｄｏｕｂｔｔｈａｔＭａｕｐａｓｓａｎｔｋｎｅｗｔｈｅｗorksofPoathe 
circumstancesunderwhichhestartedreadingPoe，ｓｔａｌｅｓｒｅｍａｉｎｕｎ‐ 
known． 
Ｓｏｍｅ２３ｙｅａｒｓｌａｔｅｒ,whenMaupassantwrote‘NotessurAlgernonChar‐ 
lesSwinburne，，ｗｈｉｃｈｗａｓａｆｆｉｘｅｄｔｏｔｈｅｐｒｅｆａｃｅｔｏｔhetranslationof 
Swinburne，sPoemsandBallads，byGabrielMourey（Paris,Savine，1891)， 
ｈｅｒｅcallshisimpressionofSwinburne,saying《ん”e"ｓ６ｅ〃陀惚、１．α"j
Po"γＪａＰ７Ｗｍ６ね/bisdEtZgnγＰＵＣ》4)．
TherearefewreferencesincriticismtothepossibleinfluencesofPoe 
onMaupassant・Ｉｎｔｈｅｔｈｅｓｉｓｏｎ‘ＴｈｅｌｎｆｌｕｅｎｃｅｏｆＥｄｇａｒＡｌｌａｎＰｏｅｉ、
France（1927),byC6lestinPierreCambiaire,theauthorcitedopinionsof 
〆somePoescholarssuchasEmileLauvriere，HubertMatthey，Ｇ､Ｄ・Morris
andCurtisHiddenPage． 
AlthoughLauvrieredoesnotassertpositivelythatPoeinnuencethe 
Maupassant，heseesenoughresemblancesbetweeｎｔｈｅｔｗｏｗｒｉｔｅｒｓ． 
（50）９３ 
ＥｃｈｏｅｓｏｆＰｏｅ：Ｔｈｅｌｎｆｌｕｅｎｃｅｏ「EdgarA､PoeomMaupassantandDoyle
MattheyregardsMaupassantasadiscipleoftheAmericanMorrisreck‐ 
onsMaupassantamongthewriterswhowereinfluencedbyPoePage 
addsthａｔＭａｕｐａｓｓａｎｔｗａｓｏｎｅｏｆｔｈｅｉｍｉｔａｔｏｒｓｏｆＰｏｅａｎｄｔｈａｔｔｈｅＦｒｅｎｃｈ‐ 
man,staletitled‘UneApparition，descendsdirectlyfromPoe5)． 
SpurredbyPage,sstudy，CambiareproceededtofurtherstudｙｏｆＰｏｅ，ｓ 
ｉｎｆｌｕｅｎｃｅｏｎ‘UneApparition，，ｂｙｃｏｍｐａｒｉｎｇｔｈｅｌｉｎｅｓｏｆｂｏｔｈwriters・Ｈｅ
ｓｅｅｓｉｎｔｈｅｓｔｏｒｙａｃａｓｅｏｆｒｅｉｎｃａｒnationorasurvivalafter-deathsuｃｈ 
ａｓｆｏｕｎｄｉｎＩＭ０”/kz：Ｚ呼iα,ａｎｄ‘TﾉieFtz〃けｔｈｅＨＤｚｌｓｅｑ／ＵSheγ〈Also，
hefindsseveralanａｌｏｇｉｅｓｓｕｃｈａｓｔｈｅｆｅａｒｏｆｔｈｅｈｅｒｏｉnbothcases6)． 
Ｉｎｔｅｒｍｓｏｆｓｔｏｒｙ，plotandepisodes，sometalesofMaupassant'ｓｓｅｅｍ 
ｔｏｅｃｈｏｔｈｏｓｅｏｆＰｏｅ's:forinstance，ＺＱＴｂ腕be，（1883)，‘U"ｅAPPα河"o"，
(１８“)，ＬｅＴｊｃ，（1884）α"。‘VＤｙ[ＺｇＵｄ〃Ｈｂ"α，（1887)．‘LaTombe'ｉｓｔｈｅ
ｓｔｏｒｙｏｆａｙｏｕｎｇｌａｗｙｅｒｗｈｏｌｏｓthisbelovedlover・Onemidnighthe
openedagravebecauｓｅｏｆｈｉｓｄｅｅｐｌｏｖｅｆｏｒｈｅｒ． 
Whilehewashuggingherdecomposedbody，agravekeeperseized 
himandhandedｈｉｍｏｖｅｒｔｏｔｈｅｐｏｌｉｃｅ・Ｈｅｗａｓｔｒｉｅｄｉｎｃｏｕｒｔｂｕｔｔｈｅ
ｊｕｄｇｅｆｏundhiminnocentonaccountofextenuatingcircumstances． 
Ｔｈｅｅｐｉｓｏｄｅｏｆｄｉｇｇｉｎｇｏｕｔａｄｅａｄｂｏｄｙｉｓｔｏｂｅｆｏｕｎｄｉｎｔｈｅｔａｌｅｏｆ 
`Ｔ/ＺｅＰｿ99腕α〃ねＢ２〃jZzJ，，wherePoetellsfivedifferentStories・Ａｃｏｍｐａｒｉ－
ｓｏｎｏｆＬａＺｂｍｂｅａｎｄＴﾉｊｅＰｌ１ｅｍ(Z加形Ｂ"?､、ノdemonstratesthattheheroes
retainalingeringloveforthedeceased． 
Ｍａｕｐａｓｓａｎｔ． 
《Quandellefutmorte，Ied6sespoir
brutalm'6tourdittellementqueje 
nIavaitplusdepens6aJepleurais． 
Poe 
Filledwithdespair，andstil］ｉｎ・
ｆｌａｍｅｄｂｙｔｈｅｍｅｍｏｒｙｏｆａｐｒｏｆｏｕｎｄ 
ａｔtachment,theloverjourneysfromthe 
capitalｔｏｔｈｅｒｅｍｏｔｅｐｒｏｖｉｎｃｅｉｎ 
ｗｈｉｃｈｔｈｅｖillagelies，ｗｉｔｈｔｈｅｒｏｍａｎ‐ Ｎｅｐｌｕｓｌａｖｏｉｒ１Ｎｅｐｌｕｓｌａｖｏｌｒ１Ｌ,id6e 
92（51） 
ticPurPoseofdisinterringtheCorps， 
andPossessinghimselfofitsluxuriant 
tresses8)． 
mehantaitdececorpsd6compos6，que 
jePourraiSPeU-etrerecOnnaitrepOUr‐ 
tantEtjevoulusleregarderencore 
unefois7)． 
ｌｔｍａｙｂｅｎｏｔｉｃｅｄｉｎｔｈｅｎｅｘｔｐａｓｓａｇｅsofbothwritersthatthedescrip‐ 
ｔｉｏｎｓｏｆｇｒａｂｂｉｎｇｔｈｅｈａｉｒａｒｅｉｎｃｏｍｍｏｎ． 
Poa 
Hereachesthegrave・Atmidnight
heunearthsthecoffin，openｓｉｔ,ａｎｄｉｓ 
ｉｎｔｈｅａｃｔｏｆｄｅＺＺｚｃﾉｍＺｇｔｈｅノｍｉ７，when
heisarrestedbytheunclosingofthe 
belovedeyes． 
Maupassant・
Ｅｌｌｅ１Ｃ'6taitelle1Unehorreurme 
saisit、Ｍａｉｓｊ,allongeailebraset泥
Ｐ７ｆｓｓｅｓｃ"Cfﾉempourattireramoi 、
cettefacemonstrueuse1 
Ｕ)ｚｅＡＰＰａ河Zio〃tellsthestrangeexperiencesofthｅＭａｒｑｕｉｓｏｆ‘laTour
Samuel，,whoisnoweighty-twoyearsold・Ｗｈｉｌｅｈｅｗａｓｏｎｄｕｔｙａｓａｃａｖ‐
alryofficeringarrisonatRouenin１８２７，ｈｅｍｅｔｏｎｅｏｆｈｉｓｏｌｄｆｒｉｅｎｄｓ 
ｂｙａｃｃｉｄentafterfiveyears，absenceTheappearanceofhisfrienｄｗａｓｕｔ‐ 
terlychangedduetohisbereavementforhisbelovedwifｅ 
ＯｎｅｄａｙｔｈｅｍａｎａｓｋｅｄｔｈｅＭａｒｑｕｉｓｔｏｇｏａｎｄｖｉｓｉｔｔｈｅｒｏｏｍｔｈａｔｈｉｓ 
ｗｉｆｅｕｓｅｄｔｏｏｃｃｕｐｙａｎｄｇｅｔｓｏｍｅｉｍｐｏｒｔａｎｔｐａｐｅｒｓｗｈｉｃｈｈｅｈａｄｌｅｆｔｂｅ 
ｈｉｎｄ，ＴｈｅｙｏｕｎｇｏｆｆｉｃｅｒｗａｓｇｌａｄｔｏｖｉｓｉｔｔｈｅｈｏｕｓｅＷｈｉｌｅｈｅｗａｓｔｒｙ‐ 
ingtofindthedocuments，ｈｅｓｅｎｓｅｄｓｏｍｅｏｎｅｂｅｈｉｎｄｈｉｍ．Ａｔａｌｌ 
ｗｏｍａｎｉｎｗｈｉｔｅｗａｓｇａｚｉｎｇａｔｗｈａｔｈｅｗａｓｄｏｉｎｇ． 
Thecavalryofficerwasseizedwithfear，ｂｕｔｈｅｓｔａｙｅｄｉｎｔｈｅｒｏｏｍ・
Ｔｈｅｗｏｍａｎａｓｋｅｄｈｉｍｔｏｃｏｍｂｈｅｒｈａｉｒ･Controllinghisfear,.theofficer 
combedherlong，cold，blackhair，Thenthevisiondisappearedallofa 
suddenHefledhurriedlytothegarrisoninRouen． 
(52）９１ 
ＥｃｈｏｅｓｏｆＰｏｅ：ＴｈｅｌｎｆｌｕｅｎｃｅｏｆＥｄｇａｒＡＰｏｅｏｎＭａｕｐａｓｓａｎｔａｎｄＤｏｙｌｅ 
Ｒｅｔｕｍｉｎｇｔｏｈｉｓｒｏｏｍ，hesatwonderingwhetherallwasnotａｄｒｅａｍ， 
ｗｈｅｎｈｅｆｏｕｎｄｌｏｔｓｏｆｂｌａｃｋｈａｉｒｓｏｎｔｈｅｂｕｔｔｏｎｓｏｆｈｉｓｃｏａｔＴｈｅｆｏｌｌｏｗ‐ 
ｉｎｇｄａｙｈｅｓｅｎｔｈｉｓｏｒｄｅｒｌｙｔｏｄｅｌｉｖｅrthepapers・Latertheofficerhim‐
ｓｅｌｆｗｅｎｔｔｏｓｅｅｔｈｅｆｒｉｅｎｄ，ｂｕｔcouldnotfindhimSeveralsearches 
ｗｅｒｅｍａｄｅｉｎｔｈｅｏｌｄｈｏｕｓｅ，but，、eitherthewomannorthefriendwere
found． 
Cambi6recitedassimilartheblackｈａｉｒsuchpassagesasthefOII-
Wing9)： 
Maupassant・
Sescheveuxd6nou6s，treslongs，ｍｄｓ 
"oj7s,mesemblait-iLpendaientpar-
dessusledossierdufautevilettouch‐ 
aientlaterre． 
Poe、
andtherestreamedforth，ｉｎｔｏｔｈｅ 
ｒｕｓｈｉｎｇａｔｍｏｓｐｈｅｒｅｏｆｔｈｅｃhamber， 
hugemassesoflonganddishevelled 
hair；〃ｚｕａｓｂｍｃｂｅγｔﾉzα〃ｔ/2Ｇｍ"e〃
zUj"9ｓ〃mjd"ｆｇﾉｉｔ．
Cambi6resays'ａｓｉｎﾉMWPZJZz,ｓｅａｒｃｈｅｓａｒｅｍａｄｅｆＯｒｔｈｅｋｚｄｙｏｆｔｈｅAppa-
ritionlo)． 
Maupassant． 
Ｕ>zeDjSiね抗j"秘"“Ｓｃルｄｍｉｉｅｄ秘
Chateauabandonn6e．Ｏ〃〃ｿ。､ＣＯ""がｔ
がe〃dgszJSPect、Aucunindicener6v61a
qu'ｕｎｅｆｅｍｍｅｙｅＤｔ６ｔ６ｃａｃｈ６ｅ． 
Poe、
Ｓｏｍｅ／bUノｉ"9加冗ｅｓノzadbee冗加adc，
butthesehadbeenreadilyanswered・
Evenasearchhadbeeninstituted-but 
ofcourse〃0'ん航ｇｚｕｃｚｓＥｏｂｇｄｊＳｃｍﾉe”｡．
Cambierealsomentionsthatvariousresemblancesmaybefound 
amongotherstoriesofMaupassant,ｂｕｔｉｔｉｓｄｉｆｆｉｃｕｌｔｔｏａｓｓｅｒｔｗｉｔｈａｎｙｄｅ 
ｇｒｅｅｏｆｃｅｒｔａｉｎｔｙｗｈｅｔｈｅｒｔｈｅｙａrespontaneousorintentional1l)． 
Ｓｏｆａｒａｓｌｋｎｏｗ，ＺｅＴｉｃ，ｉｓｔｈｅｏｎｌｙｔａｌｅｉｎｗｈｉｃｈＭａｕｐａｓｓａｎｔｑｕｏｔｅｄ 
ｔｈｅｎａｍｅｏｆＰｏｅ・Ｔｈｅｈｅｒｏａｎｄｎａｒｒａｔｏｒｏｆｔｈｅｔａｌｅｓｔａysatahot-spring
hotellocatedinthedistrictofAubergne,incentralFranceHeanticipates 
９０（53） 
mucbpleasurefromseeingthenewcoｍｅｒｓｉｎｔｈｅｄｉｎｉｎｇｒｏｏｍ、Ｔｈｅｎhe
meetsafatherandhisdaughter、Thefatherlooksstillyoungbuthiｓ
ｈａｉｒｉｓｓ"o2Ujトzuhjte、Ｈｉｓｄａｕｇｈｔｅｒｓｅｅｍｓｔｏｂｅｉｎｈｅｒｔｗｅｎｔｉｅｓａｎｄｉｓｂｅａｕ‐
tifulwithclearskin 
Ｓｈｅｈａｓｔｒｏｕｂｌｅｗｉｔｈｈｅｒｌｅｆｔｈａｎｄａｎｄｉｓｗｅａｒｉｎｇａｇｌｏｖｅｗｈｉｌｅａｔｔａ‐ 
bleThehaggardfatherappearstobeafflictedwithcramps，whilehis 
daughterhasaworn-outloｏｋＴｈｅｓｅｔｗｏｆｉｇｕｒｅｓｒｅｍｉｎｄｅｄｔｈｅｈｅｒｏｏｆ 
ｓomecharactersinthetalesofPoe.《/ﾉｓｍｅβね"／／ﾛﾊﾞﾉｾﾑto"ぬｄｅｓ"ｊｊｅｂｄｅ
Ｐｅ応O""αｇＵＳｄＥＵｇｎ７Ｐｂｇ》12)．
Whiletheherowastakingawalkaftersupper，hehappenedtosee 
themandstoodchattingtogethemThenhewasaskedtoshowthema 
walkwithscenicbeauties、Ｔｈｅｈｅｒｏｔｏｏｋｔｈｅｍｏｎａｆｉｎｅｗａｌｋ・While
walkingthefathertellshimtheill-definedpsychoneurosisofhisdaugh‐ 
ter・Alsqthefatherdiscloseshischronicdisease-acrampandthefact
thathisdaughter（Juliette）ｗａｓｅｎｔｏｍｂｅｄＱ/jDe． 
Hearingthistheheroexpressedhissurprise、Itwasastoundingto
hearthefather，sexperiences，Hisdaughterwasapatientofheartdisease、
ＷｈｉｌｅｓｈｅｗａｓｉｎｔｈｅｇａｒｄｅｎｓｈｅｄｉｅｄａsuddendeathHeencoffined 
herwithaUherjeweleryandaneveningdress、Shewasburiedinthe
familygraveyardinthedistrictofLorraine，eastofFrance． 
Ｗｈｉｌｅｔｈｅｆａｔｈｅｒｗａｓｉｎｄｅｓｐａｉｒｉｎｈｉsroomafterherdeath，ｈｅｈｅａｒｄ 
ｓｏｍｅｈｅａｖｙｓｏｕｎｄｓｏｆａｂｅｌｌａｔｔｈｅｅｎｔｒａｎｃｅｏｆｈｉｓｈｏｕｓｅ，Ｗｈｅｎｈｅ 
ｗｅｎｔｄｏｗｎｔｈｅｓｔａｉｒｓｗｉｔｈａｃａndleandopenedthefrontdoor，hefound 
awhiteghost-likefigureiｎｔｈｅｄａｒｋｌｔｔｕｒｎｅｄｏｕｔｔｈａｔｈｉｓｄａｕｇhter 
hadreturnedtolife． 
ＳｂｅｗａｓｄａｂｂｌｅｄｉｎＢｌｏｏｄＷｈｅｎｈｅｆｉｒｓｔｓａｗｈｅｒｇｏｉｎｇｉｎｔｏｔｈｅ 
ｈｏｕｓｅ，heavoidedtheapproachofthespecterwithhishands・since
（54）８９ 
ＥｃｈｏｅｓｏｆＰｏｅ：Ｔｈｅｌｎ｢luenceo「ＥｄｇａｒＡ・ＰｏｅｏｎＭａｕｐａｓｓａｎｔａｎｄＤｏｙｌｅ
ｔｈｅｎｈｅｈasbeenafflictedwithconvulsivefits． 
SoonthefatherhelpedhergoupstaiｒｓｔｏｓｉｔａｔｈｅｒｅａｓｅＮｅｘｔｈｅ 
ｃａｌｌｅｄｈｉsservantnamedProspertoarrangefｏｒａｄｒｉｎｋａｎｄｔｏｓｅｎｄｆｏｒ 
ａｄｏｃｔｏｒ、Ｔｈｅｓｅｒｖａｎｔｃａｍｅａｔｌｅｎｇｔｈ・Seeingthedaughter，ｈｅｓｔｏｏｄ
ａｇｈａｓｔａｔｈｅｒａｎｄｂｅｇａｎｔｏｔｒｅｍｂｌｅｗｉｔｈｆｅａｒａｎｄｔｈｅｎｈｅｆｅｌｌｄｏｗｎ 
ｄｅａｄｏｎｈｉｓｂａｃｋ． 
ＩｔｗａｓＰｒｏｓｐｅｒｗｈｏｃｕｔｏｎｅｏｆｔｈｅｆｉｎｇｅｒｓｏｆｆｏｆｔｈｅｄａｕｇｈｔｅｒｉｎｏｒｄｅｒ 
ｔｏｔａｋｅａｒｉｎｇｆｒｏｍｈｅｒ・Ｓｈｅｗａｓａｂｌｅｔｏｒｅｔｕｒｎｔｏｌｉｆｅｄｕｅｔｏｔhisinci‐
dent． 
Acarefulreadingofthistalereminｄｓｍｅｏｆｃｈａｒａｃｔｅｒｓａｓｗｅｌｌａｓｅｐｉ‐ 
sodesfromPoe，stales・Ｆｏｒexample，ノDadγjzmzj"ｇｚｕｈｊｔｅｄｕｅｔｏｆｒｉｇｈｔ
ｓｅｅｍｓｔｏｂｅｄerivedfromaNorwegianfishermanengulfedinawhirlpooI 
inIADesm"“"ｔｏ／ﾉzeMtzeJsZわれ'．
Poe． 
“ＹＯｍＳｚ４ＰＰｏｓｅｍｅｑｕｅ７ｙｏＪｄ"α〃－６，
ノα、〃０t．Ｉｔｔｏｏｋｌｅｓｓｔｈａｎａｓｉｎｇｌｅ
ｄａｙｔｏｃｈａｎgethesehairsfromujCtZy 
bﾉａｃｌＥｔｏｔｕｈｉｔｅ，ｔｏｗｅａｋｅｎｍｙｌｉｍｂｓ， 
andtounstringmynerves，ｓｏｔｈａｔｌ 
舵加bJcattheleastexertion，andam
frightenedatashadowI4)． 
Ｍａｕｐａｓｓａｎｔ、
Ｕｈｏｍｍｅ６ｔａｉｔｔｒ６ｓｇｒａｎｄｅｔｍａｉｇｒｅ， 
ｕｎＰｅｕｖｏＤｔ６，ａｖｅｃｄｅｓｃｈｅＤｅ"ｒｔｏｍ 
Ｍｍｃｓｊｔ７ＤＰｂｌα"ｃｓＰｏ"ｒｓａｐﾉZysjo"0腕ｉｅ
ｊＣ泌彬ｅ"CO杉;13）
Thecommonresemblancesarereferredtobybothwritersinthedescrip‐ 
tionsofthechangeofMzc虎ノzajγｉｎｔｏ”/zjteduetoviolentterror．
Whenthedaughterdied，thefatheraskedhisservanttoencoffinher、
Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，thenarratorin‘ＴｈｅＦａｌｌｏｆｔｈｅＨｏｕｓｅｏｆＵｓｈｅｒ’ｗａｓ 
ａｌｓｏａｓｋｅｄｔｏｈｅｌｐｉｎｔｈｅｂｕｒｉａｌｂｙｔｈｅｈｅｒｏ、
８８（55） 
Ｐｏａ 
ＡｔｔｈｅｒｅｑｕｅｓｔｏｆＵｓｈｅｒ,ノPe7so"αJJy
ajdedノｚｊｍｉ〃ｵﾉｚｃａｎｍＯｇＦ加e〃ノノｂ７ｔ"ｅ
t”Pomびｅ"to腕b加g〃t・Ｔｈｅｂｏｄｙｈａｖ‐
ingbeenencoffined，ｗｅｔｗｏａｌｏｎｅ 
ｂｏｒｅｉｔｔｏｉｔｓｒｅｓｔｌ５)． 
②Maupassant・
Monvieuxvaletdechambre，Pros‐ 
per,ｑｕｉ加bDCzitczjdgddePose7Juliette
danssoncercueil，ｅｔａｌａｐａｒｅｒｐｏｕｒ 
ｃｅｄｅｒｎｉｅｒｓｏｍｍｅｉｌ， 
AnotherparallelmaybeestablishedbetweenPoeandMaupassantin 
thenextpassages． 
Poe・
Attheterminationofthissentencel 
started，ａｎｄｆＯｒａｍｏｍｅｎｔ，paused；ｆｏｒ 
ｉｔａｐｐｅａｒｅｄｔｏｍｅ（althoughlatonce 
concludedthatmyexcitedfancyhad 
deceivedme)－itappearedtomethat， 
施加ｓｏｍｅ”ひ７１e"ＣＯねpo7tiO〃ｑ／仇巴
加cmsio"，thereｃａｍｅ，indistinctly，ｔｏ
ｍｙｅａｒｓ，whatmighthavebeen，mits 
exactsimilarityofcharacter，ｔｈｅｅＣｈ０ 
(butasZli/Ｚｅｄａ"ｄｄｚｄＪＪｏ"ｅcertainly） 
ｏｆｔｈｅｖｅｒｙｃｒａｃｋｉｎｇａｎｄｒipping 
soundwhichSirLauncelothaｄｓｏｐａｒ‐ 
ticularlydescribed． 
Maupassant・
Jeusunetellesecoussequemon 
si6gecraquasousmoi，Ｌｃｓｏ７ｚｇｍＤｅ 
ｅｔＰｅｓα〃fvibraitdcz"ｓノｅｃﾉｊａｊｍ秘Dide
commedansuncaveau． 
Anominous，dimsoundresoundinginbothhousesandtheanxieties 
feltbytheheroesａｒｅｃｏｍｍｏｎｅｌｅｍｅｎｔｓ． 
ThenextpassagesalsoshowasimilaritybetweenMaupassantandPoe 
inthattheydepictthesuddendeathsoftheheroesinsimilarways． 
Poe・
Ｆｏｒｔｈｅｍｏｍｅｎｔｓｈｅｒｅｍａｉｎｅｄｔ７１ｇ加一
bJj曙α"。”αJi?Z９.tｏａｎｄｆｒｏｕｐｏｎｔｈｅ
Maupassant・
Uhommeentraregardamafille 
ouvriｔｌａｂｏｕｃｈｅｄｑ７Ｔｓ拠而ＳＰ(zｓｍｇ
(56）８７ 
ＥｃｈｏｅｓｏｆＰｏｅ：Ｔｈｅｌｎｆｌｕｅｎｃｅｏ「ＥｄｇａｒＡＰｏｅｏｎＭａｕｐａｓｓａｎｔａｎｄＤｏｙｌｅ
d節o皿、"/ｅｅｔｄ７ｚＯｍｇｗ豚”ｉｓ／o腕bα
７℃jdc加o〃ｓ秘γＪｅｄＯＳ
threshhold-then，withalowmoaning 
cry,ノi2Jjheavilyinward”o〃ｔｈｅper‐
sonofherbrother，andinherDioJe"ｒ 
ａｎｄｎｏｗｆｉｎａｌｄｅａＺﾉj-tzgD"ねSDCねｈｉｍ
Ｚ０仇ｅ／Zoo7acorpse，ａｎｄａｖｉｃｔｉｍｔｏ
ｔｈｅｔｅｒｒｏｒｓｈｅｈａｄａｎｔicipated． 
ThevariouspassagessofarcitedseemtoprovethatMaupassant 
mighthavebeendeeplytouchedbytherealisticdescriptionsofPoe,s 
tales,forinstance,ｉｎ‘Ｔ/zeFtzJJq／Ｈ０脚ｓｇｑ／UShgγ：ｌＡｊｆｔｚ〃け仇ｅｃ７ｍｕ［Z；
`Ｔ７ＺｅＰ'１９？?ｚａｍねBzJ河α/，α"ｄｉＡＤｅｓｃｅ"“"ｍｔ/ZejMzeJsjm?"，、ButMaupassant
leftnomoreobviouｓａｌｌｕｓｉｏｎｓｔｏＰｏｅｉｎｈｉｓｗｏｒｋＴｈｏｕｇｈｉｔ'snoteasy 
tofindpositiveevidenceｂｅａｒｉｎｇｕｐｏｎｔｈｅｉｎＨｕｅｎｃｅｏｆＰｏｅｏｎＭaupassant 
fromhisconcisestyle，someconspicuousaffinitiescannoｔｂｅｄｉｓｒｅ‐ 
garded． 
Ｍａｕｐａｓｓａｎｔｈａｄｎｏｔｏｎｌｙａｄｅｅｐｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｕｎｕｓｕａｌｎｅｓｓｂｕｔｈｅａｐ‐ 
pearstoberesponsivetothecharacｔｅｒｓｉｎｔｈｅｔａｌｅｓｏｆＰｏｅｌｎｔｈｅｌ８８０'s 
whenhepublishedaseriesoflunatictales，hewassufferingfromdyspep‐ 
sia，ｅｙｅtrouble，nervousbreakdown，migraineandhallucination】6)．Ｉｎ
ｌ８８３ｔｈｅｙｅａｒｂｅｆｏｒｅＬｅＴｉｃｗａｓｐｕｂｌｉｓｈｅｄｈｅｗｅｎｔｗｉｔｈｈｉｓｍｏｔｈｅｒｔｏ 
ＣｈａｔｅｌＧｕｙｏｎ，ｉｎｔｈｅｄｉｓｔｒｉｃｔｏｆＡｕｖｅｒｇｎｅｆＯｒｈｉｓｈealth． 
Hismostseriousdiseasewashallucinationswithwhichhesuffered 
greatlywhenhepublishedLa7b加ｂｅａｎｄＵ)0CAPPα河ｔｍ"、Maupassant
speaksofhimselfthathewasoftenseizedwithillusionatthattimel7)． 
ThoughthereisnosupportiveevideｎｃｅｗｈｉｃｈｓｈｏｗｓｔｈａｔＭａｕｐａｓｓａｎｔ 
ｗａｓinfluencedbythetalesofPoe，ｗｈｉｌｅｗｒｉｔｉｎｇＬｅＴｉｃｈｅｓｅｅｍｅｄｔore-
memberunconsciouslysuchcharactersasaNowegianfisherman，Roderick 
UsherandhissisterMadeline． 
＊ 
＊＊ 
8６（57） 
Ａ､Ｃ・ＤｏｙｌｅｓｅｅｍｓｔｏｂｅｉｎｓｐｉｒｅｄｂｙｔｈｅｔａｌｅｓｏｆＰｏｅｌｔｗａｓｗｈｉｌｅｈｅ
ｗａｓｓｔｕｄｙｉｎｇataJesuitschoolinFeldkirch，Austriainthel870sthat 
hediscoveredPoe]8)．ＴｈｅｍａｎｗｈｏｔｏｌｄｈｉｍａｂｏｕｔＰｏｅｗａｓａｙｏungpa‐ 
thologistnamedBrianCharlesWaller,ａｐａｙｉｎｇｌｏｄｇｅｒａｔｔｈｅＤｏｙｌｅｓｉｎＥｄ‐ 
inburghWallersentPoe'ｓ‘T/De7tzJesq／M1ysね？ｙα"Ｃｌ加卿"Qtio"，to
DoyleinFeldkirchtogetherwithａｐｏｅｍｏｆｈｉｓｏｗｎ． 
ＴｈｅｆｉｒｓｔｔａｌｅｓＤｏｙｌｅｒｅａｄｉｎｔｈｅｂｏｏｋｗｅｒｅ‘Ｔ/ZeGoJd-Bog，ａｎｄ‘ｍｅ 
Ｍｉ"ＺＩＧだ』〃ノノｚｅＲ秘ejMmigzJe，．Inreadingthemhewasgreatlyamazedat
therichcreativityandimaginationoftheAmericanwriterl9)． 
Doylediscoverednotonlytheexistenceoftheseshortstoriesbutalso 
ｔｈｅｗａｙｔｏｗｒｉｔｅｔｈｅｍｂｙｒｅａｄｉｎｇＰｏｅ,sworks． 
SomeepisodesfoundinWDeSPecAB“Ｂａ"｡，ｒｅｍｉｎｄｍｅｏｆｔｈｏｓｅｏｆｉｎ 
`T/zeF1CzJJcWﾉｚｅＨＤ…ｑ／ＵＳｈｃ〆andWzeBJacAaCCzt，、Ａｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅ
ｔａｌｅｓｏｆｔｈｅｔｗｏｗritersdemonstratesthatthecoincidencesareevident． 
Poe 
Minute／i"Zgioverspreadthewhole 
exterior,hanginginafinetangledweb‐ 
workfromtheeaves21)． 
Doyle， 
Thebuildingwasofgrey，Jichcか
blotchedstone,withahighcentralpor-
tiOn2o)，…… 
BoththecharactersoftheUshersandtheRoylottsareruineddescen‐ 
dantsofthenobility・TheyliveinanatmosphereofdecadenceWhat
characterestheirolddwellingsisliche〃ｏｒ血卿whichcovertheexterior
ofthebuilding． 
UsherandMadelinein‘TﾉＺｅＦＭｑ/『’ｈｅＨｍｓｇｑ／ＵSheγ,wereborn
twins，ｗｈｉｌｅＪｕｌｉａａｎｄＳｔｏｎｅｒａｒｅａｌｓｏｔｗｉｎsisters，Onestormynight 
bothUsherandStonerheardsomestrangemetallicsoundsintheirrespec‐ 
tivehouses： 
（58）８５ 
ＥｃｈｏｅｓｏｆＰｏｅ：ＴｈｅｌｎｆｌｕｅｎｃｅｏｆＥｄｇａｒＡＰｏｅｏｎＭａｕｐａssantandDoyle 
Ｄｏｙｌｅ･ 
Ｉｓｅｅｍｅｄｔｏｈｅａｒａｌｏｗｗｈｉｓｔｌｅ，such 
asmysisterdescribedandafewｍｏ－ 
ｍｅｎｔｓｌａｔｅｒａｃＪ[mgi"gsozd"ｄａｓｉｆｃｚ 
ｍａｓｓＱ／机etaJhadfallen．
Ｐｏｅ 
ｌｂｅｃａｍｅａｗａｒｅｏｆａｄｉｓｔｉｎｃｔ，hollow， 
加etzzlJicoandcJa7ZgwuzJs，yetapparently
muffledreverberation, 
OnthenightwhenJuliaStonerdied，sheappearedtobetotteringat 
theentranceofherroomThescenecorrespondstothatofMadelinereel‐ 
ingaboutonthedoorsilL 
Doyle， 
Ｂｙｔｈｅｌｉｇｈｔｏｆｔｈｅｃｏｒｒｉｄｏｒｌａｍｐｌ 
ｓａｗｍｙｓｉｓｔｅｒａｐｐｅａｒａｔｔｈｅｏｐｅｎｉｎｇ， 
herfaceblanchedwithterror，her 
handsgropingforhelp,ノieγ〃ho/ｅ／ig
zJ氾szuayj狐ｇｔｏα"。／)℃likethatofa
drunkard． 
Ｐｏａ 
ＦｏｒａｍｏｍｅｎｔＳｈｅね'７、i"ｅｄｔねm-
bJilzgα"。”GJi"ｇｔｏα"ｄﾉｱDuponthe
threshhold-
BothJuliaandMadelinedieofconvulsions，leaningonhersisteror 
brother，ｓａｒｍｓ・Whentheydied，searchesweremadebuttheyproduced
noresu'ts・Asregardsthedeathsofbothwomen，DonRichardCOxsays，
`theparelle'sbetweenthescenesseemtoostrongtobepureIycoinciden-
tar22)． 
Doyle・
Ｉｒａｎｔｏｈｅｒａｎｄｔｈｒｅｗｍｙａｒｍｓ 
ｒｏｕｎｄｈｅｒｉｂｕｔａｔｔｈａｔｍｏｍｅｎｔｈｅｒ 
ｋｎｅｅｓｓｅｅｍｅｄｔｏｇｉｖｅｗａｙａｎｄｓｈｅ 
/bJノtotheground．Ｓﾉzezu7nitﾉｊｅｄａｓｏ"ｅ
ｚｕｈｏｉｓｔｅ７Ｒｒｉｂに，αj"，ａｎｄherlimbs
weredreadfuUyconvulsed． 
Poe． 
－then，withalowmoaningcry,ノi2JJ
heavilyinwarduponthepersonofher 
brother,andiWze7DjoJe"＃α〃。〃ezuβ‐
"αＪｄｅａｔ"－αgo"zes，…… 
Ｅ"e〃αｓｅａ"ﾉｚノｉａｄｂｅｅ〃ｉ"ｓｎＺｍｅｄ－
ｂ"ｍ／cozJ7se〃oZhj?Zｇ〃ａｓ／obcdjScotノー
eねａ．“Ｈｂ［ｃｏ７Ｄ"ｅａｉ"DesZdgntedt"ecaSG 
zuitﾉ１９'1ｇａｌ“ね，ｆｏｒＤｒ・Roylott，ＳＣＯ､‐
８４（59） 
UponthefOurthdayoftheassassina‐ 
tion，ａｐａｒｔｙｏｆｔｈｅｐｏｌｉｃｅｃａｍｅ，very 
unexpectedly，intothehouse，ａｎｄ，、‐
ceBdgd昭ロゴ〃われαんｅγZgum"ｓｊ〃"gsFjgzz‐
"o7zofthepremises． 
ducthadlongbeennotoriousinthe 
county,ｂｕｔｈｅｗａｓｕｎａｂｌｅｍβ"。α〃ｙ
ｓａｔｉｓ/tzctOびcnzdse〆ｄｅａｔﾉ2．
７yzese”α"ｓ－ａｒｅｙｏｕｇｏｉｎｇｇｅｎｔｌｅ‐ 
men?－ＺｈｇｓｇｗａＪｌｓα”SOJ虹bノｍｔＺｏ‐
ｇＵｊｈｇｒ”：ａｎｄhere，throughthemere 
phrenzyofbravado，ImPPgdheqUily， 
〃ﾉﾉﾉ，α“"ｅｗｈｉｃｈｌｈｅｌｄｉｎｍｙｈａｎｄ，
uponthatveryportionofthebrick・
workbehindwhichstoodthecorpse 
oｆｔｈｅｗｉｆｅｏｆｍｙｂｏｓｏｍ． 
ｍｅ”αJjszUeねCuγE/h4JJysozd"decL
α"ｄｚＵｅねshozU〃ｒ０ｂｅ９四iねsolidqm
mzu"｡，andtheflooringwasalsothor‐ 
oughlyexamined，ｗｉｔｈｔｈｅｓａｍｅｒｅ 
ｓｕｌｔ． 
Theresemblancesbetweenthescenesaresostrikingthatwhilewriting 
7WeSPedbJmBq"dDoyleseemstobecontinuallyobsessedbyPoe，stwo 
tales． 
ＷｈｅｎＤｏｙｌｅｇａｖｅａｎｉｎｔｅｒｖｉｅｗｔｏｎｅｗｓｍｅｎｉｎＮｅｗＹｏｒｋ，inOctober 
l894，thereporteraskedhimwhetherhewasinfluencedbyPoe，Doyle 
said`O",ｊ加加“sely/ＨＵｓｄｅ/gcjiiﾉｅｊｓｊﾉZcbestiｿMicjj0"'23)．
Totraceaninfluenceis，needlesstosay，alwaysdifficultthough，ｗｅ 
ｍａｙｓａｙｔｈａｔｆｒｏｍｔｈｅｖａｒｉｏｕｓｃｕｍｕlativeevidencethusfarguoted，both 
MaupassantandDoylehavetakensomeepisodesfOrtheirnarratives 
fromPoe，stales． 
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